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日
Ｉ
時
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
二
日
（
木
）
午
後
一
時
一
一
一
十
分
開
会

、
場
所
東
京
大
学
、
大
講
堂
北
側
会
議
室

出
席
者
小
池
委
員
長
、
各
委
員
（
秋
田
大
学
長
代
理
出
席
）

し
文
部
省
寿
山
大
学
課
長

議
事
要
旨

議
事
に
入
る
に
先
だ
ち
、
小
池
委
員
長
よ
り
新
委
員
大
杉
委
員
（
静
岡
大
学
長
）

阿
部
委
員
（
高
知
大
学
長
）
）
の
紹
介
が
あ
っ
て
後
、
本
日
の
議
題
は
新
制
大
学
に
お

け
る
教
育
課
程
の
問
題
に
つ
い
て
春
山
課
長
の
手
許
で
作
成
の
調
査
資
料
に
基
い
て

検
討
し
た
い
積
り
で
あ
る
が
、
事
務
局
よ
り
進
学
適
性
検
査
と
大
学
の
入
学
試
験
の

問
題
が
議
題
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
併
せ
て
協
議
し
た
い
旨
を
述
べ
ら
れ
、

議
事
に
入
る
。

一
、
大
学
入
学
者
選
抜
方
法
の
う
ち
学
力
検
査
実
施
に
つ
い
て

本
件
は
前
回
の
総
会
の
中
間
報
告
に
も
あ
る
よ
う
に
、
大
学
側
と
高
校
側
と
の
教

育
方
針
に
つ
い
て
特
に
円
満
な
協
調
を
計
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
点
に
主
眼
を
お
い

て
、
野
口
委
員
の
立
案
さ
れ
た
も
の
を
書
面
審
議
に
か
け
各
委
員
の
賛
成
に
よ
り
別

記
の
通
り
の
案
を
得
た
の
で
委
員
長
の
名
に
お
い
て
出
し
た
旨
説
明
が
あ
り
、
野
口

委
員
よ
り
本
案
を
得
る
に
至
っ
た
経
過
並
び
に
立
案
の
趣
旨
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明

を
加
え
、
な
お
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
文
部
省
に
お
い
て
も
根
本
的
な
検
討
を
加
え

て
お
り
、
ま
だ
数
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
も
あ
る
の
で
、
本
案
は
あ
く
ま
で
も
臨
時
的
措

置
と
し
確
定
的
な
案
を
将
来
に
期
待
し
た
い
旨
の
附
言
が
あ
っ
て
質
疑
に
入
り
、
特

殊
な
大
学
応
高
校
自
身
が
了
解
し
て
い
る
場
合
は
指
定
科
目
は
も
う
少
し
増
し
て
も

よ
い
か
と
の
質
問
も
あ
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
こ
の
案
の
線
で
辛
棒
す
る
こ
と
に
申
合

せ
た
ｐ

一
、
進
学
適
性
検
査
に
つ
い
て

／

委
員
長
よ
り
本
問
題
は
前
回
の
総
会
で
進
学
適
性
検
査
の
実
施
の
各
方
面
に
及
ぼ

す
重
大
性
に
鑑
み
文
部
省
は
速
か
に
そ
の
調
査
研
究
の
結
論
を
出
さ
れ
た
い
旨
を
要

望
し
た
の
で
あ
る
が
未
だ
こ
れ
に
対
す
る
文
部
省
の
回
答
に
接
し
て
い
な
い
の
で
従

っ
て
今
日
こ
こ
に
適
正
な
判
断
を
下
し
得
な
い
、
木
委
員
会
と
し
て
は
、
理
論
的
に

２
、
第
三
常
置
委
員
会

～鰊

年
」
と

露

、
ＬＬ

ｄＪｒ伜

は
と
も
か
く
実
際
的
愈
面
か
ら
も
綜
合
的
に
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
検
討
し
た
結
七
果
溌
至

急
出
さ
れ
た
い
こ
と
、
実
施
に
必
要
な
充
分
の
予
算
的
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
た
い
と
と

江
ど
を
再
び
要
望
す
る
こ
と
と
し
た
い
旨
を
譜
ら
れ
こ
れ
を
承
認
の
後
、
現
状
に
お

け
る
進
学
適
性
検
査
の
功
罪
に
つ
い
て
各
委
員
よ
り
質
疑
応
答
並
び
に
忌
憧
な
い
意

見
を
交
換
し
た
。
『

て
新
制
大
学
に
お
け
る
教
育
課
程
に
つ
い
て
・

本
問
題
に
つ
い
て
は
鍵
の
常
置
委
員
会
の
審
議
に
基
く
実
態
調
査
の
資
料
に
つ
い

て
春
山
課
長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
が
未
だ
資
料
が
不
充
分
で
あ
る
の
で
資
料
の
整
備
・

を
待
っ
て
再
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

別
記大
学
入
学
者
選
抜
方
法
の
う
ち
学
力
検
査
実
施
に
つ
い
て
（
案
）

一
、
大
学
は
学
力
検
査
の
実
施
に
つ
き
次
の
よ
う
な
処
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

川
修
得
科
目
に
つ
い
て
の
希
望
表
示

大
学
は
入
学
志
願
者
に
対
し
入
学
後
専
攻
す
る
学
部
叉
は
学
科
（
こ
れ
に
準

す
る
も
の
を
含
む
）

毎
に
入
学
前
に
修
得
を
必
要
と
認
め
る
科
目
の
表
示
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。こ
の
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
大
学
に
お
い
て
希
望
を
表
示
す
る
だ
け
の
も
の
で

あ
っ
て
、
受
験
者
に
義
務
づ
け
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
大
学
出
願
の
条
件
と

し
て
高
等
学
校
に
お
い
て
そ
の
科
目
を
履
修
し
て
お
ら
な
く
と
も
、
受
験
の
上

に
は
何
等
の
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
大
学
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
基
礎
学
力
を
修
得
し
て
お
ら
な
い
と
大
学

に
お
け
る
修
学
上
不
利
不
便
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
未
修
考
を
極
力
少
か
ら

し
め
る
た
め
に
高
等
学
校
生
徒
の
進
学
指
導
．
上
一
つ
の
指
針
を
示
す
も
の
で
あ

・
る
。

回
受
験
の
時
の
選
択
科
目
に
つ
い
て
の
希
望
表
示

大
学
は
高
等
学
校
に
お
け
る
社
会
、
数
学
、
理
科
の
三
教
科
の
う
ち
そ
れ
ぞ

れ
受
験
者
に
科
目
を
選
択
さ
せ
る
場
合
、
前
項
の
科
目
の
中
か
ら
選
択
す
る
こ

と
が
好
ま
し
い
旨
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
は
あ
く
ま
で
大
学
の
希
望
表
示
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
受
験
者
に
義

務
づ
け
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
大
学
と
し
て
ば
希
望
科
目
を
選
択
し
た
も
の
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空
頭
掌
と
一
顔
堅
町
同
字
診
娼
廊
少

電
込
方
を
》
要
望

｜｜■
年
度
に
お
い
て
大
一
議
当
局
と
懇
談
（
卍
２
、
一
般
財
政
状
況
の
変
一
化
に
よ
っ
て
安
易
に
動
か
さ
れ
な
い
こ
と
ｒ

意
の
あ
る
と
こ
ろ
と
十
分
訴
え
て
四
、
臨
時
一
営
繕
費
に
つ
い
て
は
借
入
金
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と

以
上
が
専
門
委
酊
員
会
の
今
白
迄
の
研
究
調
」
誉
の
段
階
で
あ
る
。
と
説
明
し
、
資
料

結
果
に
つ
い
て
、
進
藤
専
門
委
員
・
に
基
き
、
検
討
が
行
わ
れ
た
。
１
１
１

吹
に
、
進
学
適
性
検
査
の
実
施
一
機
関
の
総
括
機
関
を
国
立
大
学
協
会
と
す
る
＠
件

度
別
経
二
常
的
経
費
調
、
人
件
費
、
一
（
案
）
が
提
出
さ
れ
た
。

員
に
概
要
左
説
明
し
た
上
、
大
学
一
沢
田
委
員
長
所
用
の
た
め
、
内
田
（
東
京
工
業
大
学
長
）
委
員
、
司
会
の
下
に
進

に
要
約
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
』
藤
専
門
委
・
員
か
ら

進
適
の
実
施
に
当
っ
て
、
本
来
、
各
大
学
が
自
ら
行
う
べ
き
も
の
を
、
共
通
性
、

》
一
貫
性
を
考
え
、
文
部
本
省
直
営
事
業
と
し
た
た
め
、
予
算
は
国
立
大
学
費
に
計
上

と
（
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
》
さ
れ
ず
本
省
の
予
算
と
し
て
計
上
さ
れ
た
ｐ
そ
の
た
め
種
盈
の
制
約
に
支
配
さ
れ
、

」
実
施
機
関
た
る
大
学
に
対
し
て
経
費
上
の
困
難
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
－
２

－
－
為
に
、
本
事
業
を
こ
の
ま
ま
荷
存
続
す
る
と
な
れ
ば
、
運
戸
菅
の
円
滑
を
期
す
る
上

へ
仁
国
立
大
学
協
会
が
自
主
的
に
総
括
機
関
と
し
て
実
施
す
る
よ
り
ほ
か
に
途
が
な
い

／
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
案
を
考
え
た
わ
け
で
あ
る
ｆ
ｉ
ｉ
Ｉ
ｊ
！
「
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｊ
ｊ
／

方
法

ｌ
ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
…
・
１
１

騨
蕊
護
憲
蟻
正
蕊
溌

〆
」

続
い
て
、
本
日
、
特
に
出
席
を
願
っ
た
柴
沼
東
京
教
育
大
学
長
か
ら
、

旅
費
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
地
質
学
関
係
の
旅
費
不
足
に
よ
り
ｐ
教
官
が

実
習
指
導
に
当
る
事
が
出
来
な
い
。
従
っ
て
、
学
生
が
そ
の
単
位
を
と
る
事
に
も
尽
重
『

大
江
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
し
て
旅
費
の
問
題
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
全
委
員
の
賛
成
が
あ
り
賛
成
意
見
の
多
数
一
途
）

見
、
結
局
前
記
の
通
り
次
の
総
会
の
委
員
会
で
研
究
費
の
問
題
と
し
て
採
り
上
げ
る
」

事
と
な
っ
た
。
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昭
和
三
十
八
河
年
十
一
息
十
一
一
一
日
（
金
）
曇
鯛
今
日
）
へ
午
前
愈
艤

掴
議
寧
麟
騨
慧
議
講
堂
Ｌ
７
Ｙ
Ｊ
Ｔ
と
。
－
，
口

番
梺
譲
す
る
必
要
が
あ
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託

出
席
零
丁
各
国
立
大
学
長
・

文
部
省
稲
田
大
学
学
術
局
長
、
春
山
大
学
課
長

議
事
要
録
，
、

矢
内
原
会
長
議
長
席
に
着
き
開
会
を
宣
す
。

｜
、
学
長
の
交
替
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
前
総
会
以
後
に
お
け
る
学
長
の
交
替
に
つ
い
て
次
の
通
り
報
告
、

紹
介
が
あ
っ
た
。

（
新
）

（
旧
）

帯
広
蓄
産
大
小
華
和
忠
士
宮
脇
富

弘
前
大
富
野
壮
士
路
丸
井
清
泰

・
茨
城
大
東
龍
太
郎
鈴
木
京
平

新
潟
大
伊
藤
泰
一
橋
本
喬

静
岡
大
大
杉
繁
井
ロ
常
雄

京
都
学
芸
大
山
内
得
立
横
田
純
大

鳥
取
大
下
田
光
造
佐
交
木
喬

高
知
大
阿
部
孝
苫
名
孝
太
郎

宮
崎
大
栗
原
一
男
杉
原
清
一

二
、
事
業
の
報
告

会
長
か
ら
次
の
項
目
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

『
、
前
総
会
（
第
七
回
）
に
お
け
る
決
定
事
項
と
そ
の
後
の
措
置

イ
、
文
部
大
臣
宛
要
望
書
提
出
（
六
月
十
三
日
付
）

１
、
大
学
教
官
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

○
役
職
員
の
職
務
手
当
、
専
任
教
官
に
講
座
俸
又
は
研
究
手
当
を
絵
す
る
こ

と
を
制
度
化
す
る

○
大
学
教
官
に
関
す
る
俸
給
（
一
一
一
本
建
）
改
正
の
方
針
が
き
ま
っ
た
外
に
、

こ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
忘
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
が
、
具
体
的
に
は
何

（
壜
も
ぎ
ま
つ
て
い
な
い
：

２
，
大
学
財
政
の
確
立
に
つ
い
て

：
ｔ
ｏ
大
学
財
政
に
継
続
性
と
安
定
性
を
与
え
る
よ
う
特
別
な
法
的
措
置
を
篝
ぜ

ら
れ
た
い
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１
３
Ｐ
進
学
適
性
検
査
に
つ
い
て

○
再
検
討
の
上
速
か
に
そ
の
調
査
研
究
の
結
果
を
出
さ
れ
た
い
女

４
、
学
生
の
厚
生
補
導
に
つ
い
て

⑩
健
康
管
理
の
専
任
職
員
の
増
加

②
右
に
従
事
す
る
職
員
の
研
修
‐

，
③
身
体
検
査
の
経
費
増
額
。

仙
学
寮
の
増
設
整
備

５
、
中
央
教
育
審
議
会
の
委
員
に
つ
い
て

ロ
、
人
事
院
総
裁
に
要
望

１
、
大
学
教
官
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

右
要
望
事
項
に
対
し
、
稲
田
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
文
部
当
局
の
取
っ
た
処
置
に

つ
き
、
．
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。

零

１
、
大
学
教
官
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

〆
前
回
述
べ
た
通
り
、
文
部
省
に
お
い
て
は
、
給
与
準
則
の
改
善
案
に
織
り
込

む
こ
と
と
し
て
人
事
院
に
折
衝
中
で
あ
る
が
、
未
だ
成
案
は
で
き
て
い
な
い
状

態
で
あ
る
。
三
本
建
の
前
提
措
置
と
し
て
、
大
学
教
官
に
関
し
て
は
今
般
明
年

一
月
か
ら
直
近
一
号
俸
上
げ
る
こ
と
と
し
、
一
一
千
万
円
程
度
を
予
算
に
計
上
の

処
置
が
取
ら
れ
る
。
大
学
院
を
置
く
大
学
の
教
（
官
に
つ
い
て
は
、
右
の
改
正
と

同
時
に
行
う
。

以
上
は
、
前
回
の
議
院
立
法
に
基
く
処
置
で
あ
っ
て
、
文
部
省
も
人
事
院
と

諸
般
の
問
題
に
つ
き
研
究
し
、
教
務
職
員
の
扱
い
に
疑
義
が
あ
る
の
で
折
衝
中

で
あ
る
。

２
、
大
学
財
政
の
確
立
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
も
重
要
問
題
と
し
て
根
本
的
に
同
感
で
あ

る
。
本
年
度
の
予
算
に
も
財
政
調
査
の
経
費
も
あ
り
、
各
大
学
事
務
当
局
へ
お

願
い
し
て
あ
る
。
明
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
礎
に
な
る
ほ
ど

資
料
は
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
に
基
い
て
講
座
研
究
、
学
生
経
費
、

そ
の
他
の
基
準
経
費
の
材
料
と
し
た
い
。
未
だ
部
分
的
又
は
古
い
も
の
で
反
映

で
き
る
よ
う
な
基
本
的
資
料
は
な
い
。
資
料
が
ま
と
ま
り
次
第
へ
基
本
的
調
査

の
上
、
本
協
会
と
も
相
談
し
た
い
。

３
、
進
学
適
性
検
査
に
つ
い
て

。》．（｝｜
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又
、
東
京
教
育
大
学
及
び
北
海
道
大
・
学
に
お
い
て
も
研
究
し
て
い
る
の
で
、
と

一
‐
れ
ら
に
よ
り
充
宅
分
区
資
料
を
提
出
し
た
晒
○
教
育
研
究
所
の
調
査
の
結
果
は
、

本
日
間
に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
で
き
る
だ
け
急
ぎ
印
刷
で
き
次
第
提
供
す
る
。

１
４
、
（
学
生
の
厚
生
補
導
に
つ
い
て

■
～
右
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
に
お
い
て
も
重
視
し
、
年
次
予
算
に
努
力
し
、
要

『
Ⅷ
望
事
項
の
線
に
沿
っ
て
予
算
を
要
求
中
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
未

だ
予
見
は
で
き
な
い
。

５
瓦
中
央
教
育
審
議
会
の
委
員
に
つ
い
て

右
委
員
に
つ
い
て
は
，
九
月
十
八
日
付
で
一
一
一
名
の
委
員
を
追
加
し
、
総
数
一
一

十
名
と
な
っ
た
。
国
立
大
学
管
理
法
審
議
の
た
め
臨
時
的
に
専
門
委
員
を
願
つ

；
《
た
こ
と
も
あ
る
。
と
れ
は
国
立
大
学
協
会
の
要
望
に
従
い
、
そ
の
関
係
で
入
っ

た
も
の
で
あ
る
ｃ
な
お
、
運
営
上
要
望
を
反
映
す
る
よ
う
注
意
す
る
。

右
説
明
に
対
し
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

１
、
沢
田
東
京
外
国
語
大
「
学
長
か
ら
、
大
学
財
政
確
立
の
提
案
の
趣
旨
の
う
ち
に

げ
は
、
沿
革
上
か
ら
も
強
力
な
財
政
確
立
の
委
員
会
を
作
ら
れ
た
い
と
い
う
こ
と

が
含
ま
れ
て
い
る
。
．
例
え
ば
、
中
央
教
育
審
議
会
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
と
質
さ
れ
た
。

、
こ
れ
に
対
し
、
稲
田
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
そ
れ
は
予
想
し
て
お
っ
た
と
こ

ろ
だ
が
、
今
ま
で
は
初
等
、
中
学
校
関
係
を
総
合
的
に
研
究
し
て
お
り
、
も
う

一
、
’
一
回
で
終
る
の
で
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
大
学
関
係
を
審
議
す
る
こ
と
と

な
る
と
思
う
。
大
学
関
係
に
は
種
友
問
題
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
に
大
学
財
政
礎

丁
立
の
問
題
も
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
と
説
明
が
あ
っ
た
Ｐ

が
２
、
進
学
適
・
性
検
査
に
つ
い
て

■
森
戸
広
島
、
小
池
千
葉
、
高
橋
東
北
の
名
大
学
長
か
ら
、
進
学
適
性
検
査
の

（
ｒ
高
等
学
校
学
生
及
び
職
負
え
の
影
響
の
調
査
並
び
に
調
査
の
結
果
を
早
く
莞
Ｆ
表

さ
れ
た
い
之
と
奇
及
び
そ
の
発
表
時
期
の
予
想
に
つ
ぎ
質
問
あ
り
、
こ
れ
に
対
し

て
、
｜
「
稲
田
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
『
高
等
学
校
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
組
織
的

の
調
査
は
な
い
ｐ
心
理
的
、
身
体
的
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

ｆ
舟
乙
ｏ
高
等
学
校
教
育
及
び
学
力
試
験
〈
に
も
影
響
あ
る
の
で
、
よ
く
意
見
を
徴
し

：
た
い
。
〃
調
査
は
未
だ
結
論
に
達
し
て
い
な
い
。
科
学
的
、
実
証
的
の
結
果
を
得
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右
腫
つ
い
て
は
、
（
教
育
ｒ
究
所
に
、
実
績
に
よ
る
科
学
」
的
、
硫
究
を
依
頼
し
八

｣Ｉ

１１，
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‐
の
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は
、
ど
ん
な
利
害
が
あ
る
か
研
究
を
要
す
る
。
こ
れ
が
経
費
に
つ
い
て
は
、
前

年
よ
り
も
増
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
蔵
省
に
よ
り
削
減
さ
れ
た
の
で
へ
補
正
『

予
算
に
お
い
て
多
少
復
活
し
て
も
ら
え
る
予
定
で
あ
る
。
教
育
研
究
所
は
従
来
》

か
ら
継
続
研
究
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
研
究
の
集
積
は
発
表
す
る
。
進
学
適
恩
．
』

性
検
査
の
実
施
は
、
未
だ
数
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
共
に
検
討
し
た
い
。
最
初
か
ら
進
学
適
性
検
査
を
止
め
る
と
い
う
立
ち
場
ｆ

を
と
り
、
学
力
試
験
に
重
き
を
置
き
、
学
力
試
験
の
み
に
な
っ
た
と
き
は
、
学

生
の
負
担
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
学
力
試
験
と

進
学
適
性
検
査
と
を
種
々
勘
案
を
要
す
る
の
で
、
こ
れ
が
決
定
の
時
期
の
判
断

は
予
想
で
き
な
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

３
、
教
官
の
待
遇
に
つ
い
て

会
長
か
ら
大
学
教
官
は
一
号
俸
上
る
と
の
こ
と
だ
が
、
要
望
事
項
中
の
役
職

員
及
び
専
任
教
官
の
手
当
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
質
さ
れ
、
稲
田
ｊ

大
学
学
術
局
長
か
ら
、
給
与
準
則
の
改
正
は
全
面
的
の
改
正
で
要
望
事
項
中
７

の
こ
と
は
、
特
殊
勤
務
の
手
当
と
し
て
折
衝
中
の
と
こ
ろ
、
突
然
三
本
建
の
問
く

題
が
起
り
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
大
学
教
官
に
つ
い
て
大
体
の
改
正
案
は
で
き
』

た
。
役
職
員
等
の
待
遇
は
三
本
建
に
は
該
当
し
な
い
が
、
今
後
も
研
究
す
る
と
Ｊ

の
説
明
が
あ
っ
た
。

４
，
学
生
の
厚
生
補
導
の
施
設
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
右
に
つ
い
て
予
算
増
額
及
び
学
生
の
健
康
保
険
組
合
制
度
に
関

す
る
委
員
会
に
つ
い
て
質
さ
れ
、
釘
稲
田
大
学
学
術
局
長
か
ち
、
要
求
総
額
は
四
□

億
三
千
六
百
万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
、
（
一
）
厚
生
補
導
に
従
事
す
る
職
員
の
研
？

修
費
一
一
千
万
円
、
（
一
一
）
学
寮
、
寄
宿
舎
、
保
健
衛
生
費
、
就
職
斡
旋
費
、
学
生

用
の
図
書
費
等
二
億
円
、
（
一
一
一
）
そ
の
他
施
設
璽
備
費
一
一
億
一
千
六
百
万
円
で
あ

｝
亀
学
生
の
健
康
保
険
組
合
制
度
に
関
し
て
は
文
部
省
に
お
い
て
関
係
者
研
究
一

中
で
Ｆ
社
会
保
障
制
度
審
議
会
の
答
申
を
待
っ
て
統
一
的
に
考
え
、
そ
の
う
ち
１

１
‐
・

て
研
究
す
る
こ
と
と
す
る
。
乙
伽
に
は
数
億
円
遼
要
す
る
の
で
明
後
年
以
後
．
１

■

｜
」
０
》
炉

一戸

ダン
｣

〆．
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〉
ｒ
に
間
に
合
え
こ
ぱ
実
施
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
－

５
、
中
央
数
育
審
議
会
の
委
員
に
つ
い
て

ｌ
会
長
か
ら
、
要
望
事
項
中
に
あ
る
本
会
の
意
見
が
、
右
審
議
会
に
一
層
よ
く

反
映
で
き
る
よ
う
な
具
体
的
措
置
に
つ
い
て
質
さ
れ
、
稲
田
大
学
学
術
局
長
か

ら
、
全
委
員
会
に
は
新
た
に
三
名
の
委
員
を
加
え
た
。
又
、
大
学
管
理
法
に
つ

い
て
は
、
第
一
特
別
委
員
会
で
審
議
し
、
こ
れ
に
は
委
員
の
一
部
及
び
専
門
委

員
で
研
究
中
で
新
専
門
委
員
と
し
て
は
、
森
戸
、
中
山
、
我
妻
、
柴
田
の
諸

氏
及
び
矢
内
原
、
天
野
、
河
原
の
諸
氏
が
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
種
友
の

問
題
に
触
れ
て
、
他
か
ら
加
え
る
こ
と
は
、
同
審
議
会
の
方
針
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

．
｜
な
お
、
会
長
か
ら
、
委
員
の
補
充
の
際
、
大
学
側
か
ら
加
え
る
こ
と
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
と
申
出
で
て
お
っ
た
が
、
委
員
及
び
臨
時
委
員
を
加
追
せ
す
、

問
題
ご
と
に
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

一
一
、
役
員
会

九
月
十
一
日
の
議
題

１
、
公
職
選
挙
と
学
生
の
住
所
の
認
定
変
更
に
つ
い
て

、
会
長
か
ら
、
右
に
つ
い
て
は
、
文
部
大
臣
と
自
治
庁
長
官
に
要
望
書
を
提
出

し
た
の
で
追
認
願
い
た
い
と
右
要
望
書
を
朗
読
、
承
認
を
得
た
。

会
長
か
ら
、
そ
の
後
、
政
府
は
こ
れ
に
つ
ぎ
、
選
挙
制
度
調
査
委
員
会
を
設

け
て
新
た
に
委
員
を
任
命
し
、
私
も
委
員
の
一
人
と
し
て
審
議
中
で
あ
る
。

学
生
の
住
所
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
準
備
中

の
趣
で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
・

２
、
入
学
試
験
科
目
選
定
希
望
（
野
口
お
茶
の
水
女
子
大
学
長
）

小
池
委
員
長
名
に
て
各
大
学
に
通
知
。

３
、
中
央
教
育
審
議
会
に
お
け
る
大
学
管
理
法
案
の
取
扱
い
に
つ
い
て

大
学
管
理
法
案
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
へ
何
回
も
要
望
し
た
の
で
あ
る
が
、

未
だ
国
会
へ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
本
協
会
か
ら
要
望
の
趣
旨
は
、
各
大
学
は

四
年
を
経
過
し
、
学
長
の
選
挙
、
教
授
会
の
組
織
の
関
連
上
、
速
か
に
制
定
さ

れ
ん
こ
と
を
要
望
し
た
の
で
あ
る
が
、
未
だ
制
定
さ
れ
ず
大
学
の
運
営
上
困
難

を
来
し
て
い
る
。
し
か
し
文
部
省
は
、
省
令
政
令
を
定
め
て
名
大
一
学
へ
通
知
し

各
大
学
は
申
合
せ
の
線
に
沿
い
、
慣
習
法
に
よ
り
政
令
に
従
い
、
ｆ
大
体
運
営
は
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で
き
て
い
る
。
私
は
委
員
の
一
人
と
し
て
、
参
考
の
た
め
中
央
教
育
審
議
会
へ

審
議
の
順
序
と
し
て
こ
の
こ
と
を
第
一
に
取
上
げ
、
早
急
に
案
を
作
る
必
要

が
あ
る
か
な
い
か
を
役
員
会
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
結
果
は
、
そ
れ
ほ
ど
の

焦
眉
の
急
は
な
い
か
ら
、
義
務
教
育
の
問
題
と
併
行
し
て
審
議
し
て
よ
い
と
の

話
合
が
あ
っ
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

４
、
そ
の
他
水
害
と
罹
災
学
生
の
対
策

進
適
廃
止
の
件

会
長
か
ら
、
救
済
対
策
に
つ
い
て
は
、
授
業
料
の
免
除
、
学
徒
援
護
会
の
特

別
貸
付
及
び
日
本
育
英
会
の
前
貸
等
に
つ
き
政
府
へ
交
渉
し
た
が
、
授
業
料
の

減
免
は
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
》
そ
の
他
は
あ
ま
り
話
は
進
ま
な
い
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。

稲
田
大
学
学
術
局
長
か
ら
は
、
罹
災
学
生
の
た
め
に
育
英
会
の
奨
学
金
四
百

万
円
の
予
算
が
と
れ
た
の
で
、
育
英
会
内
の
操
作
に
よ
っ
て
千
四
百
万
円
を
罹

災
学
生
に
前
貸
し
が
で
き
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

三
、
大
学
卒
業
予
定
者
に
対
す
る
就
職
希
望
者
推
薦
の
時
期
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
右
に
つ
い
て
は
既
に
各
大
学
へ
通
知
し
て
あ
る
が
、
こ
の
協
定
の
方

針
に
よ
っ
て
協
力
願
い
た
い
。
文
部
省
へ
希
望
を
申
出
で
て
お
い
た
と
の
報
告
で
あ

っ
た
。

三
、
各
常
置
委
員
会
の
協
議
状
況
報
告

各
常
置
委
員
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
事
項
に
つ
い
て
次
の
報
告
が
あ
っ
た
。

第
一
常
置
委
員
会

高
橋
（
信
州
大
）
委
員
長
が
病
気
の
た
め
欠
席
さ
れ
た
の
で
進
藤
事
務
局
長
が

代
っ
て
次
の
報
告
を
さ
れ
た
。

医
蝿
教
育
に
関
す
る
調
査
を
各
大
学
へ
依
頼
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で

あ
る
。○医学教育に関する意見調八校
医
学
教
育
機
関
を
持
つ
国
立
（
十
九
）
、
公
立
（
十
四
）
、
私
立
（
十
一
一
一
）
、
計
四
十
六

校
に
つ
き
照
会
し
、
返
事
の
あ
っ
た
大
学
一
一
一
十
八
校
ｒ
内
、

１
、
医
学
教
育
制
度

Ｈ
現
在
の
制
度
を
可
と
す
る
も
の
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実
験
の
週
一
浬
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
少
数
⑪
沁
達
に
よ
っ
て
教
育
内
容
に
関
信
ず
る

（
・
こ
と
が
ら
を
限
定
す
べ
き
奇
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
，
常
に
各
大
学
が
自
主
的

ｐ
立
場
で
検
討
し
て
Ｐ
責
任
を
自
覚
し
な
が
ら
設
定
し
、
時
壼
勢
の
変
遷
と
学
問
の
進

鼬
歩
に
適
応
し
て
変
化
し
得
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
か
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
、
即
ち
現
在
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
各
大
学
は
基
準
の
規
定
に
対
し
て
だ
け

の
責
任
は
持
て
る
が
、
教
育
と
い
う
深
遠
江
仕
事
に
対
し
て
は
責
任
を
持
つ
こ
と
が

で
き
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
の
み
な
ら
ず
、
各
大
学
が
特
色
を
以
っ
て
ほ
こ
る
な
ど

い
い
う
こ
と
は
思
い
勺
も
お
よ
ば
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
、

第
二
に
申
し
た
い
こ
●
と
は
、
大
学
の
教
員
に
対
す
る
認
可
制
度
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
問
題
は
さ
き
に
大
学
院
設
置
の
際
に
新
聞
ま
で
賑
わ
し
た
っ
も
の
で
あ
る

か
ら
、
今
更
事
新
ら
し
く
述
べ
る
の
は
避
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
問
題

こ
そ
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
大
学
に
お
け
る
学
科
の
案
配
よ
り
可
も
重
要
な
、
剰
一
へ
〕
の
と
な

る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
戦
前
に
お
い
て
さ
え
も
大
学
教
員
の
人
事
は
教
授
会
が
全
責

任
を
以
っ
て
選
定
し
て
い
た
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
は
当
該
大
学
に
直
接
の
関
連

な
き
少
数
の
人
汽
の
選
考
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
極
め
て
退
歩
し
た
方

法
を
採
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
旧
制
の
慣
習
に
従
っ
て
実
行
し
、
当
該
大
学
に
全

責
任
を
負
わ
し
む
く
き
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
‐

以
上
大
学
行
政
に
関
す
る
一
一
つ
の
事
柄
を
述
べ
そ
の
改
善
を
促
す
も
の
で
あ
り
ま

す
が
ｖ
要
す
る
に
こ
れ
を
一
言
を
以
っ
て
同
せ
ば
、

「
大
学
で
教
授
す
る
す
べ
て
の
学
科
目
の
案
配
及
び
教
員
の
選
定
は
各
大
学
が
自

主
的
に
行
う
こ
と
。
」

で
あ
り
ま
す
。
若
し
こ
れ
が
実
現
さ
れ
る
な
ら
ば
、
各
大
学
は
明
る
い
気
分
に
よ
み

が
え
り
、
発
揮
せ
ん
と
す
る
特
色
に
生
き
、
わ
が
国
の
文
化
水
準
の
昂
揚
も
期
し
て

〆
ま
つ
べ
き
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

｜
昭
和
一
一
十
八
年
十
一
月
十
三
日
電
気
通
信
大
学
長
寺
沢
寛
一

エ
第
八
回
総
會
第
冒

（
昭
和
一
一
十
八
年
十
一
月
十
一
一
一
日
午
後
の
部
）

ｉ
各
常
置
委
員
会
の
議
事
要
項
士

l1y
、̄。

、

:)Ｌｖ
肺
癌
難

（
議
事
）

一
、
允
学
轡
一
劃
決
り
闘
懸
『

大
学
管
理
法
案
は
現
在
な
お
中
央
教
育
審
議
会
特
別
委
員
会
で
審
議
中
で
あ
り

次
の
通
常
国
会
に
法
案
を
提
出
す
る
運
び
に
は
至
っ
て
居
ら
な
い
が
、
会
長
の
説

明
を
諒
承
し
て
、
当
分
静
観
す
べ
き
か
杏
に
つ
き
協
議
し
た
が
、
そ
の
際
特
に
第

一
常
置
委
員
え
会
長
の
出
席
を
願
い
重
ね
て
会
長
の
説
明
を
開
き
、
審
議
の
結
果

〆
国
立
大
学
協
会
と
し
て
は
法
案
に
対
す
る
基
本
的
態
度
に
変
更
は
な
い
が
当
分
現

第
一

一
一
、
二
輻
課
程
卒
業
者
、
短
期
大
学
卒
業
者
の
学
部
へ
編
入
の
件

標
記
の
件
に
付
て
の
取
扱
の
実
情
に
つ
ぎ
報
告
あ
り
、
学
部
に
欠
員
あ
る
場
合

に
試
験
を
受
け
て
編
入
す
る
こ
と
を
拒
否
は
出
来
な
い
が
、
此
の
場
合
、
学
部
編

入
に
際
し
て
要
求
さ
れ
て
い
る
単
位
の
不
足
は
、
之
を
受
験
前
に
充
足
せ
し
め
る

大
学
も
あ
り
、
又
、
編
入
後
に
不
足
単
位
を
充
足
せ
し
め
る
大
学
も
あ
り
．
取
扱

が
区
々
で
あ
る
か
ら
、
本
件
に
つ
い
て
は
第
七
委
員
会
第
二
委
員
会
と
合
同
委
員

会
を
開
き
成
程
度
の
基
準
を
決
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
、

一
一
一
、
文
通
学
部
殊
に
そ
の
教
育
学
部
と
の
関
連
の
問
題
／

文
理
学
部
の
在
り
方
に
就
て
は
多
く
の
問
題
が
あ
り
、
大
蔵
省
か
ら
も
特
に
そ

の
調
査
の
予
算
を
出
し
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
未
だ
何
等
纏
っ
た
結
果
が
出
て

い
な
い
。
特
に
卒
業
者
の
就
職
に
関
運
し
て
教
育
学
部
と
の
調
整
が
困
難
で
、
大

学
に
依
っ
て
は
教
育
学
部
で
文
理
学
部
学
生
に
対
す
る
教
職
課
程
の
授
業
を
拒
否

せ
ん
と
し
て
い
る
実
例
も
あ
る
。
文
理
学
部
対
策
を
文
部
省
は
ど
の
よ
う
に
老
て
綴

い
る
か
に
つ
き
委
員
会
は
特
に
文
部
省
の
稲
田
大
学
学
術
局
長
の
出
席
を
願
い
そ

の
説
明
を
求
め
た
が
、
稲
田
局
長
は
、
文
理
学
部
は
新
し
い
企
画
で
あ
り
未
だ
基

本
的
に
は
老
へ
ら
れ
て
居
ら
な
い
が
文
理
学
部
設
置
以
来
農
学
部
経
済
学
部
を
作

っ
た
大
学
で
は
文
理
学
部
か
ら
そ
れ
を
抜
出
し
て
行
く
処
も
あ
り
、
文
学
部
が
充

実
し
て
い
る
処
で
は
文
学
部
理
学
部
と
し
て
独
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
大
学
も

あ
る
が
ｍ
何
れ
も
教
員
養
成
を
行
っ
て
い
る
大
学
に
は
問
題
が
多
い
。
何
れ
中
央

教
育
審
議
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
思
う
。
と
の
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
。
｜
》

第
二
常
置
委
員
会
； 皿
鰄
与
樹
荊
翻
馴
馴
珂
馴
別
測
創
刈
測
釧
だ
。
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随
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ス
誕
瀧
砿
。
・
ん
Ｉ

蝋
酬
州
且
Ｔ
一
一
一
、
工
進
学
適
性
検
脅
に
つ
い
て
｛

蝿■■。。■、雲雌鋼伽蠅噸伽燗臘繩小川艸蝋」一硝燗椴蝿鹸齪瀦崎飢縣罹加晒撒鮴
６．口■捌口」・入丁員の負二担い過重、大学の運営の支障、就中経費の不足等のため、来年度
職
｛
■
ゴ
ー
：
■
Ｊ
：
？
以
降
ほ
こ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
実
情
に
立
至
っ
て
お
る
と
こ
ろ
も
あ

埣
議
【
．
■
》
て
ろ
。
尹
故
に
本
省
と
し
て
も
、
こ
の
間
の
事
情
を
よ
く
勘
考
し
て
善
処
し
て
貰
い
度

郷
ｎ
Ｊ
（
（
、
く
申
し
入
れ
を
す
る
こ
と
と
す
る
。

齢か
,令再

。『

肝、J、：

、畠

－
，
各
、
常
Ｔ
震
委
員
会
所
管
事
項
の
報
告

；
昨
日
午
後
開
か
れ
た
各
常
置
●
委
員
Ｅ
会
の
審
議
事
項
に
つ
い
て
。
各
常
委
員
長
か
ら

一
報
告
あ
り
、
こ
れ
を
議
題
と
し
て
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
は
吹
の
通
り
で

諺
（
る
ｏ
ｒ

第
七
常
置
委
員
会

一
、
（
教
育
委
員
会
制
度
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
交
流
は
γ
都
道
府
県
教
育
委
員
会
で

三
元
的
に
適
正
配
置
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

一
言
教
員
の
給
与
の
一
一
一
本
建
に
お
い
て
は
、
教
員
適
材
適
所
に
配
置
に
つ
い
て
再
検

Ｌ
討
さ
れ
た
い
。
教
員
の
待
遇
に
つ
い
て
は
、
一
層
根
本
的
に
検
討
し
、
特
に
政
党

的
立
ち
場
で
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

一
一
一
、
Ⅲ
現
在
の
実
情
か
ら
は
、
教
員
養
成
の
大
学
又
は
学
部
の
附
属
学
校
は
、
そ
の
実

習
的
役
割
す
ら
果
し
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
特
に
教
員
の
待
遇
と
経

常
的
経
費
の
不
足
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
そ
の
充
実
整
備
を
必
要
と
す

る
。

“
昭
一
和
一
一
十
八
年
十
一
月
十
四
日
（
士
）
（
第
二
日
）
。
剛
席
者
前
日
に
同
じ

午
前
九
時
半
か
ら
開
会

議
事
要
録 第
八
総
會

Ｉ・』

トー■Ｔ６ｎＢ■・■」■錘・口。。■■蕊
徽一……胤鰭勵鬮鬮口…一一一重犬学長代って鑿）す；７…
｜
早
大
一
学
管
理
法
に
つ
い
て
》
１
．

大学管理法案は包既に中央教育審議会」へ提出されているので、その■Ｊ・丁卿
実
〆
現
方
を
「
期
待
し
て
い
る
。
名
犬
一
学
と
し
て
は
、
当
面
の
事
項
を
処
理
す
る
た
め
ｊ
Ｔ
Ｊ
》

Ｌ蝋一一、》ニゾー」》腿
従
来
通
り
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
丁

二
、
一
般
教
育
部
（
教
養
学
部
を
含
む
）
に
つ
い
て
！
Ｌ

こ
れ
が
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
の
事
情
に
よ
り
現
状
が
区
々
で
あ
る
の
で
！
〈
戸
・
』

更に今後の情勢をも勘案し、第一一及び第七常置委員会の合同審議ＯＬ・一Ｊ。」一口ｎ脚
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

■．」ハエ・蝿
な
お
、
委
員
長
は
次
回
に
お
い
て
決
定
し
た
い
。

第
星
常
置
委
員
会
所
管
事
項

ヒデ｜「叶州

進
学
適
性
検
査
の
問
題
点
は
、
⑩
進
学
適
性
検
査
の
学
問
的
価
値
の
問
題
、
②
学
》
一
内

生
負
担
の
問
題
、
③
そ
の
実
施
に
当
っ
て
の
経
済
的
予
算
的
の
問
題
並
び
に
そ
の
運
■
〆

誉
の
問
題
、
例
進
学
適
性
検
査
の
結
果
が
各
大
学
に
お
い
て
如
何
に
活
用
さ
れ
て
い
エ
フ
刀
Ⅲ
ト
イ
〉
一

る
か
い
な
い
か
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
何
と
い
っ
て
も
根
本
的
の
問
題
は
、
進
週
｛
う
曰
Ⅱ

学適性検査が信頼し得る蛤の、価値あるものであるとの学問的証明であく了一一一鋤
ろ
だ
ろ
う
が
、
そ
の
最
終
的
の
結
論
、
即
Ⅱ
ち
・
凡
て
の
人
を
納
一
得
さ
せ
る
結
果
が
出
る
？
〒
雑

の
は
、
相
当
の
時
間
を
要
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
さ
し
迫
っ
た
当
面
〆
，
７
工
織

の問題の解決には、進学適性検査に関する現在程度の不完全なデータを■□へ〃蝋
ｊ
も
っ
て
満
Ⅱ
足
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
進
学
適
性
Ｌ
１
八
夘
蝿

検
査
に
関
す
る
の
問
題
は
、
単
に
進
学
適
性
検
査
の
価
値
論
ば
か
り
で
解
決
し
得
る
』
Ｌ
し
ゐ
州

も
の
で
は
な
く
、
大
学
と
し
て
こ
れ
を
実
施
す
る
場
合
の
予
算
問
題
、
こ
れ
に
関
連
へ
Ｌ
Ｔ
」
灘

す
る
運
営
の
問
題
咄
）
、
大
学
管
理
者
と
し
て
は
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
噂
れ
Ｌ
Ｌ
ア
マ
酬
一

程大きな仕事を不完全な予算で行い、県等から補助を受けるのは、Ｌ極め「ｉ人）一万
て
不
健
全
だ
と
の
声
も
あ
る
。
三
方
贄
、
何
と
い
っ
て
酷
）
学
生
の
負
担
過
重
の
問
題
磯
）
且
丁
刀
い
よ
－
〔
口
｝

充
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
全
国
的
に
強
制
的
に
施
行
さ
れ
る
進
学
で
ヒ
エ
刀
へ
人
日
Ｐ
』

適
性
検
乍
査
の
結
果
を
各
大
学
が
ど
う
活
用
し
て
い
る
か
い
な
い
か
、
．
若
し
こ
れ
髭
溌
Ⅶ
ｌ
Ｊ
、
｛
ノ
メ
ヘ
》
四
（

用
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
１
進
学
適
・
性
検
査
を
行
う
意
味
が
大
半
矢
わ
れ
墨
溌
曇
丁
Ｉ
Ｚ
ｌ
－
Ｌ
ノ

ラ
。
委
員
会
は
以
上
の
間
口
題
を
各
方
面
か
ら
討
議
し
た
結
果
、
国
立
大
学
協
会
瀧
一
蟻
ム
ー
ト
ズ
ハ
ム

ち
に
一
進
学
適
性
の
廃
止
等
と
い
う
が
如
き
決
意
は
す
べ
き
で
胸
く
、
与
嘉
ら
）
鯏
潅
鐺
〔
Ｚ
丁
）
。
。
』
上

這一〆

.￣衣

蠕ﾌﾞﾉ〉ん..
『■
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・
・
１
．
．
二
■
屯
一
百
・
．
．
．
】
．
ｍ

一・｝０．】●
．
．
『

西
■
■
｛
。

（、｝

ご
一
己
■
、
。
△
・

在
一
の
条
件
の
下
に
お
い
て
、
進
学
適
司
性
検
査
を
い
か
に
す
る
か
を
検
討
す
る
委
員
会

工
を
」
直
ち
に
設
置
す
る
こ
と
を
文
部
省
に
要
望
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
そ
し
て
こ
の

委
員
は
、
少
く
《
と
勺
も
大
学
側
、
高
等
学
校
側
、
第
三
者
及
び
専
門
学
者
か
一
ら
構
成
さ

れ
、
短
期
間
の
う
ち
に
少
な
く
一
と
も
本
年
度
末
ま
で
に
何
等
か
の
結
論
を
出
す
こ
と

左
設
置
の
条
件
《
と
な
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
で
あ
る
。
そ
し
て
委
員
会
の
結
論
は

｛
少
な
く
一
と
一
も
以
上
の
諸
問
題
を
総
合
的
に
検
討
し
て
打
ち
出
さ
れ
季
）
も
の
で
あ
る
と

一
と
が
必
要
で
あ
る
．
と
の
意
見
で
あ
る
。
な
お
Ｙ
稲
田
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
進
学
適

性
訓
検
査
は
、
入
学
試
験
の
一
環
さ
と
し
て
大
学
で
行
う
一
》
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
は

本
資
的
に
は
各
大
学
の
自
由
で
あ
る
。
又
、
経
費
に
つ
い
て
．
》
も
、
明
年
度
は
今
年
度

当
初
程
度
の
予
算
で
あ
る
。
予
算
計
上
後
で
》
も
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
れ
ば
、
こ
れ

を
止
め
る
こ
と
『
．
】
も
で
き
る
『
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

一
串

右
委
員
長
の
報
告
に
対
し
、
各
観
点
か
一
ら
種
々
討
議
の
結
果
、
本
協
会
亀
と
し
て
一
．
一
『
も

締
め
く
く
り
を
要
す
る
時
期
に
．
『
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
際
、
本
協
会
の
意
見
を

具
レ
ア
本
年
度
内
に
結
論
を
得
る
よ
一
う
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
を
要
望
す
る
こ
と
『
と

し
、
そ
の
文
案
は
、
会
長
と
第
二
常
置
委
員
会
委
員
長
に
一
任
す
る
と
（
と
と
し
た
。

鵜
煕
常
置
委
員
会
の
所
管
事
項

第
一
五
口
常
置
委
員
会
所
管
事
項

一
、
し
大
学
の
国
際
間
の
協
力
に
つ
い
て

～
爺
総
会
か
ら
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
が
、
森
戸
副
会
長
か
ら
海
外
諸
事
情
を
伺

第
三
常
置
委
員
会
委
員
長
鈴
木
京
平
氏
辞
任
に
つ
き
、
東
龍
太
郎
氏
が
互
選
さ
れ

た
。
？
｜

左
の
事
項
を
決
議
と
し
て
文
部
省
に
要
望
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
》

｜
へ
学
生
の
健
康
管
理
は
、
現
在
甚
だ
不
行
届
な
の
で
、
至
急
こ
れ
が
充
実
に
必
要

な
経
費
を
捻
出
で
き
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

な
お
、
学
生
の
健
康
保
険
の
実
現
に
努
め
、
少
く
と
も
国
庫
で
そ
の
費
用
の
半

額
を
負
担
さ
れ
た
い
。

二
Ｆ
学
生
寮
の
増
設
整
備
を
急
が
れ
た
い
。

一
一
一
、
ご
体
育
施
設
の
整
備
拡
充
を
図
ら
れ
た
い
Ｐ

帷・■■打■い鮭麹》｛已口■」亀

ｆ

ＦＰＪ.：

ＴｑＨ－

第
六
常
置
鶉
員
会
所
管
事
項

一
、
前
総
会
に
お
い
て
、
「
大
学
教
官
の
待
遇
改
善
」
及
び
「
大
学
財
政
の
確
立
」

に
つ
い
て
文
部
省
に
要
望
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
右
二
件
と
も
未
だ
何
等
の

解
決
点
を
見
出
し
得
な
い
の
で
、
本
総
会
に
お
い
て
右
を
再
確
認
し
て
、
こ
れ
が

実
現
方
を
更
に
文
部
省
及
び
人
事
院
に
申
入
れ
た
い
。

ｊ

一
一
、
教
官
研
究
費
等
の
増
額

４１

大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
遂
行
に
当
っ
て
、
現
在
の
研
究
費
を
も
っ
て
『
し
て
く

は
、
到
底
そ
の
成
果
を
期
す
る
こ
と
は
覚
つ
か
な
い
。
よ
っ
て
こ
れ
が
全
面
的
増
》

額
を
因
る
と
と
も
に
、
教
官
研
究
費
中
八
講
師
は
本
官
で
あ
り
な
が
ら
研
究
費
が
．

計
上
さ
れ
て
お
ら
な
い
の
で
、
講
師
に
も
教
授
、
助
教
授
同
様
に
研
究
費
を
計
上

す
る
よ
う
、
又
、
実
験
実
習
等
に
要
す
る
光
熱
水
料
は
、
そ
の
消
費
量
も
相
当
多

い
上
、
年
友
そ
の
料
金
が
値
上
げ
に
な
る
に
か
か
わ
ら
す
、
こ
れ
に
ス
ラ
イ
ド
し

て
増
額
さ
れ
ず
、
た
め
に
研
究
費
に
食
い
込
む
率
が
甚
だ
多
い
の
で
、
こ
の
点
篤

と
考
慮
す
る
よ
う
、
又
、
特
に
教
育
へ
研
究
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
教
官
の
研
究
旅
一

費
は
、
本
年
度
は
行
政
官
庁
な
み
に
大
口
削
減
を
蒙
む
り
、
学
会
出
席
艫
お
ろ
か
、

教
育
実
習
上
に
も
支
障
を
き
た
し
、
～
学
生
に
所
定
の
単
位
を
与
え
る
こ
と
す
ら
難
一
▲

か
し
い
事
態
に
立
至
っ
て
い
る
の
で
、
研
究
旅
讓
は
是
非
と
も
増
額
す
る
よ
う
、
Ｌ

且
つ
、
将
来
と
も
こ
れ
が
削
減
は
絶
対
に
せ
ぬ
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
文
部
省
に
申
し
入

れ
た
い
。

三
、
進
学
適
性
検
査
に
つ
い
て

進
学
適
性
検
査
の
本
質
の
問
題
は
Ｐ
別
に
第
一
一
常
置
委
員
会
で
審
議
し
て
い
る

．
》
為
・
一
、
：

］
．
｛
、
へ
・
・
・

。
．
．
ご
砲

｜寧口．．》…」

》
まで］・］。．］．．］．。）．．：ルー〉■■□’一・一〉』・・

．．『ニーニ．□Ｐ。．．．．．．趾．叩．一．叩．．．．．叩唖．．．》〈．．》》．咀「』．．｜、．。」．．｛．「．》．」・》．．。｝》一

つ
―
た
。
そ
の
主
な
ろ
の
ば
、
「
国
際
大
学
協
会
」
と
「
国
際
大
学
教
授
連
合
」
の

宮｜■．。」・■鍔■已一》
こ
と
で
あ
っ
た
。
木
委
員
会
と
し
て
ば
、
一
教
薑
授
の
交
換
及
び
留
学
、
大
学
卒
業
者
■

の
交
換
の
問
題
、
学
生
の
交
換
、
学
界
と
の
関
係
、
更
に
国
際
事
情
が
大
学
に
ど
▲

の
よ
う
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
等
の
調
査
が
関
係
事
項
と
し
て
先
ず
と
り
上

審議を進めていたがＬ一応これらの各盈の問題について、よくその事～二口一
げ
ら
る
べ
さ
で
は
な
い
か
と
の
結
論
に
到
達
し
た
。
よ
っ
て
こ
の
各
倉
に
つ
い
て

情
を
調
べ
る
こ
と
が
第
一
段
階
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
森
戸
副
会
長
か
ら
海
外
へ
出
張

中
の
資
料
が
与
え
ら
れ
る
予
定
な
の
で
こ
れ
ら
を
研
究
し
た
上
で
本
委
員
会

と
し
て
の
具
体
的
な
議
事
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

↑
「

＿と

Ｆ１：

ｊｉ鈩》
．」

〔

－－－－１－ｺＬ～
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［
４
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第
七
常
置
委
員
会
所
管
事
項

一
、
育
教
委
員
会
制
度
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
交
流
は
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
で

・
一
元
的
に
適
正
配
置
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

二
、
教
員
の
給
与
の
一
一
一
本
建
に
お
い
て
は
、
教
員
の
適
材
適
所
に
つ
い
て
再
検
討
さ

れ
た
い
。
教
一
員
の
待
遇
に
つ
い
て
は
一
層
根
本
的
に
検
討
し
、
特
に
党
派
的
立
ち

場
で
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

一
一
一
、
現
在
の
実
情
か
ら
は
、
教
員
養
成
の
大
学
又
は
学
部
の
附
属
学
校
は
、
そ
の
実

習
的
役
割
す
ら
果
し
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
特
に
教
員
の
待
遇
と
経

常
的
経
費
の
不
足
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
実
現
整
備
を
必
要
と

す
る
。

二
、
大
学
に
お
け
る
学
問
の
自
由
に
つ
い
て

寺
沢
電
気
通
信
、
田
中
東
京
農
工
両
大
学
長
か
ら
提
案
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次

の
通
り
決
定
し
た
。

三
大
学
の
教
員
資
格
審
査
に
つ
い
て

右
に
つ
き
、
稲
田
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
大
学
院
を
お
く
大
学
に
お
い
て
は
、

原
則
と
し
て
教
員
の
申
請
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
大
学
の

学
部
の
教
員
に
つ
い
て
は
、
大
学
設
置
審
議
会
に
お
い
て
目
下
調
査
中
だ
が
、
条

件
一
充
足
度
の
強
い
も
の
か
ら
解
除
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
の
説
明
が
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
各
大
学
の
内
容
の
充
実
を
勘
案
し
て
審
査
す
る
も
の
と
了
解
さ
れ

た
。

一
一
、
大
学
に
お
け
る
教
育
課
程
に
お
い
て

新
制
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
課
〆
程
と
専
門
教
育
謀
程
と
の
案
に
配
を
各
大
学
の

醗凝慰汀捌口■川附織帆ｆ■正？蕊川川口曰騨」・口簿■■■■■■■Ⅶ■
の
で
？
本
委
員
会
は
、
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
、
・
そ
の
方
法
と
運
営
の
面
に
お
い

て
、
教
職
員
の
負
担
過
重
、
大
学
の
運
営
妨
害
、
就
中
、
経
費
の
不
足
等
の
た
め

塁
来
年
度
以
降
は
、
こ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
実
情
に
立
至
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
文
部
省
と
し
て
も
こ
の
間
の
事
情
を
よ
く
勘
考
し
て
善
処
し

て
も
ら
い
た
く
、
申
し
入
れ
を
す
る
こ
と
と
す
る
。

木
委
員
会
は
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
な
く
、
専
ら
会
長
か
ら
文
部
省
並
び
に

：
大
蔵
省
と
懇
談
的
交
渉
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

｜ＬＰ三
、
評
議
会
及
び
学
長
選
慧
等
に
つ
い
て

て
森
戸
副
会
長
か
ら
、
評
議
会
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
省
令
で
定
め
て
あ

る
が
、
こ
れ
は
暫
定
的
な
も
の
な
の
で
、
早
く
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

私
ど
も
の
基
本
的
な
立
ち
場
と
し
て
は
、
大
学
の
自
治
と
学
問
の
自
由
を
強
く
心

か
ら
望
ん
で
い
る
。
大
学
自
治
の
問
題
の
一
つ
と
し
て
は
、
学
長
選
挙
の
問
題
が

あ
り
、
こ
の
こ
と
は
本
協
会
で
打
合
せ
た
線
で
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し

そ
の
実
際
の
実
施
の
面
で
は
、
多
少
種
汽
の
支
障
が
あ
り
、
円
滑
に
運
営
で
き
な

い
面
も
あ
る
や
に
承
っ
て
．
い
る
。
学
長
選
挙
と
い
う
こ
と
は
、
大
学
自
治
の
重
要

な
問
題
で
、
特
に
学
長
官
選
説
も
一
部
に
あ
る
の
で
大
学
運
営
に
差
支
な
く
な

る
こ
と
を
、
大
学
を
預
か
る
私
ど
も
と
し
て
は
、
心
か
ら
期
待
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
大
学
の
自
治
特
に
学
長
選
挙
等
の
問
題
は
、
実
際
の
運
営
の
上
に
も
充
分

に
行
わ
れ
、
真
に
自
治
が
完
成
し
て
権
威
の
あ
る
も
の
に
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は

唯
、
学
長
だ
け
の
考
え
だ
け
で
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
是
非
大
学
の
自
治

と
い
う
も
の
を
真
に
考
え
て
反
省
し
、
又
、
努
力
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
最
近

一
一
、
一
一
一
の
事
態
が
私
自
身
心
配
な
点
も
あ
る
の
で
、
一
言
感
想
を
述
べ
た
の
で
あ

る
と
述
べ
ら
れ
た
。

二
、
菊
池
九
州
大
学
長
か
ら
、
先
般
の
日
本
学
術
会
議
総
会
に
お
い
て
、
評
議
会
及

び
学
長
選
挙
の
こ
と
で
意
見
を
述
べ
て
お
い
た
。
評
議
会
の
こ
と
は
、
省
令
で
定

め
ら
れ
た
が
、
大
学
の
自
治
の
根
本
は
、
学
部
の
自
治
に
あ
り
、
そ
の
学
部
の
教

授
会
の
こ
と
は
定
め
た
も
の
が
な
い
の
は
、
大
学
の
自
治
に
悪
い
影
響
が
あ
る
。

古
い
旧
制
大
学
の
よ
う
に
、
教
授
会
の
確
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
い
い
が
、
新
制

大
挙
の
よ
う
に
組
織
が
定
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
嬉
評
議
会
に
支
配
さ
れ
る
状

態
な
の
で
議
場
の
空
気
を
会
長
か
ら
文
部
省
に
了
解
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た

い
。
又
、
学
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、
旧
制
大
学
に
お
い
て
は
殆
ど
問
題
は
な
い
が

そ
の
運
営
は
余
程
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
九
つ
州
大
学
に
お
い
て
は
、
候

補
者
の
予
選
の
場
合
に
は
、
全
員
連
記
と
せ
ず
、
小
数
の
人
で
も
出
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
あ
幸
ろ
と
述
べ
ら
れ
た
。

自
由
裁
量
に
任
せ
て
ば
ど
う
か
と
の
問
題
は
、
｝
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
且
つ
ｐ
実

質
的
内
容
の
研
究
を
要
し
、
今
直
ち
に
結
論
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
三
第

一
一
常
置
委
員
会
に
委
託
し
、
次
回
の
総
会
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

慰口■・■■・口對Ｉ勲屏■罫

鶏

肌
ｒ
Ｌ
グ
リ
ー
・
堀
‐
毎
－
排
Ⅱ
丹
・
肝
，
玲
叶
Ｉ

・
皿
・
グ
ワ

ー
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埒
、

６
へ
要
望
書
の
提
出

。

右
に
封
し
、
｜
稲
田
大
学
学
術
局
長
鈎
ら
、
評
議
会
に
関
す
る
省
令
腫
暫
定
的
の

亀
）
の
で
あ
り
へ
」
教
授
会
に
つ
い
て
は
法
の
根
一
拠
あ
り
、
学
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
イ

ゴ
も
と
よ
り
ど
こ
ま
で
も
大
学
の
自
治
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
る
ど
述
べ
ら
れ
た
。
Ｌ
－

ｉ
叉
、
会
長
か
ら
、
森
戸
副
会
長
及
び
菊
池
九
大
学
長
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
本

協
会
と
し
て
も
反
省
す
べ
き
重
要
な
示
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。
多
年

国
へ
立
犬
学
が
、
充
分
の
物
的
、
人
的
の
施
設
が
な
く
し
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、

今
か
ら
考
え
れ
ば
遺
憾
の
点
が
な
く
も
な
い
が
、
漸
次
内
容
を
充
実
し
て
ゆ
く
必

要
が
あ
る
。
今
、
、
完
成
年
度
も
過
ぎ
、
次
第
に
軌
道
に
の
っ
て
き
た
が
、
種
交
外

部
の
批
判
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
方
で
は
政
府
の
責
任
で
あ
り
、
他
方
で
は
大
学
自
目

身
の
責
任
で
も
あ
る
。
大
学
の
あ
り
方
、
或
は
大
学
の
精
神
に
つ
い
て
は
、
わ
れ

わ
れ
と
し
て
も
充
分
注
意
し
努
力
し
、
研
究
し
、
内
容
を
充
実
し
て
ゆ
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
又
、
九
州
大
学
の
よ
う
に
、
学
長
候
補
者
の
予
選
の
場
合
に
お
け

る
連
記
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
些
細
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
や
は
り
或
る
程

度
の
良
い
結
果
を
出
す
た
め
に
は
？
技
術
的
の
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
折

角
本
協
会
も
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、
お
互
に
助
け
合
い
、
各
大
学
独
自
の
や
り
方
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
一
面
、
特
殊
な
こ
と
を
し
て
悪
い
結
果
を
招
く
こ
と
の
な
い

よ
う
、
よ
く
事
情
を
考
え
て
、
立
派
に
運
営
す
る
必
要
が
あ
る
。
・
大
学
管
理
法
案

に
関
連
し
て
特
例
法
の
改
正
が
伴
う
な
ら
ば
、
そ
れ
で
学
長
と
か
、
そ
の
ほ
か
の

人
事
的
運
用
に
つ
い
て
、
と
か
く
の
言
を
な
す
も
の
が
あ
る
。
大
学
自
治
の
点
に

つ
い
て
も
外
部
の
批
評
を
し
り
ぞ
け
、
大
学
自
身
で
し
っ
か
り
行
い
、
学
長
の
選

挙
に
つ
い
て
も
、
又
、
教
官
の
任
免
に
つ
い
て
も
、
大
学
自
身
で
慎
重
を
期
し
て

や
っ
て
ゆ
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

以
上
を
も
っ
て
正
午
閉
会
、
第
八
回
総
会
を
終
了
し
た
。

斤
記
（
１
１
１
１
１

国
大
協
庶
第
一
七
九
号

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日

国
立
大
学
協
会

会
長
矢
内
・
原
忠
雄
⑥

文
部
大
臣
大
達
茂
雄
殿

・
要
望
書

こ
の
度
国
立
大
学
協
会
は
第
八
回
の
総
会
を
開
き
、
前
総
会
ま
で
に
お
い
て
審
議

し
、
当
局
に
対
し
熱
心
に
要
望
し
て
巳
ま
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
、
大
学
教
官
待
遇
の

改
善
、
大
学
財
政
の
確
立
戸
及
び
学
生
の
厚
生
補
導
の
強
化
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の

後
益
食
そ
の
必
要
を
加
え
つ
つ
あ
る
に
拘
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
何
等
見
る
べ
き
実
績

が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
甚
だ
遺
憾
に
堪
え
な
い
。
占
領
下
を
脱
し
、
独
立
し
て

以
来
、
数
年
を
経
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
文
化
及
び
科
学
技
術
の
復
興
未
だ
遠
き
現
状

に
お
い
て
実
際
に
大
学
に
お
け
る
研
究
と
教
育
の
衝
に
当
る
者
と
し
て
、
こ
れ
等

諸
事
項
の
達
成
こ
そ
緊
急
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
要
望
し
て
来
た
事
項
の
急

速
な
実
現
方
を
重
ね
て
要
望
し
て
や
ま
な
い
。
今
回
の
総
会
に
当
り
、
教
官
研
究

費
？
学
生
経
費
、
旅
費
並
に
超
過
勤
務
手
当
等
の
増
額
の
必
要
が
強
く
要
望
さ
れ
た

が
、
こ
れ
ら
に
併
せ
特
に
左
の
事
項
に
つ
い
て
至
急
善
処
せ
ら
れ
た
く
、
こ
こ
に
要

請
い
た
し
ま
す
。

記
一
．
‐

一
、
進
学
適
性
検
査
に
つ
い
て
。
「

前
回
の
総
会
に
お
い
て
、
進
学
適
性
検
査
に
つ
い
て
速
か
に
そ
の
調
査
研
究
の
結

論
を
出
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
た
に
拘
わ
ら
す
、
い
ま
だ
に
そ
の
提
出
を
見
な
い
が

そ
の
中
間
報
告
に
よ
っ
て
判
断
し
て
も
、
ま
た
昭
和
二
十
二
年
以
来
の
実
施
に
お

い
て
、
全
国
三
十
五
万
余
に
及
ぶ
高
等
学
校
生
徒
の
大
学
進
学
に
お
け
る
一
一
重
の

負
担
の
重
き
こ
と
、
ま
た
実
施
の
面
に
お
い
て
精
神
的
に
も
、
物
質
的
に
も
異

常
の
無
理
が
あ
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
こ
の
上
こ
の
ま
ま
全
面
的
に
強
制
実
施
の

継
続
に
は
、
十
分
に
疑
う
べ
き
節
が
あ
る
。

依
っ
て
こ
の
際
各
方
面
を
網
羅
す
る
適
正
な
る
委
員
構
成
を
も
っ
て
特
別
委
員
会

を
設
け
、
来
年
一
一
一
月
室
で
に
慎
重
に
審
議
し
、
そ
の
結
論
を
得
て
至
急
に
措
置
せ

i已句
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議
事
要
歸

通
熱
嬢
陶
の
港
内

コ
イ
、
こ
れ
に
専
心
従
事
す
べ
き
専
任
職
員
を
設
置
す
る
こ
と

極
、
現
在
と
の
こ
と
に
従
事
す
る
職
員
の
研
修
を
行
う
こ
と

」
〈
、
｜
学
生
の
健
康
管
理
に
必
要
な
設
備
費
及
び
経
常
的
経
費
を
増
額
す
る
こ
と

②
学
生
の
健
康
保
険
組
合
制
度
の
実
現
。

一
学
生
の
健
康
保
険
組
合
に
関
す
る
諸
調
査
と
計
画
は
、
昭
和
一
一
十
六
年
十
一

月
文
部
大
臣
一
宛
詳
細
建
議
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
で
未
だ
に
実
施
の
運
び
に
至

ら
な
い
の
は
遺
憾
に
つ
き
、
こ
の
際
半
額
国
庫
負
担
、
全
額
治
療
費
支
弁
の
方

針
に
て
速
か
に
制
度
化
さ
れ
た
い
。

③
学
寮
江
整
備
。

現
在
大
学
に
お
け
る
寮
は
、
そ
の
施
設
甚
だ
不
完
全
に
し
て
、
清
潔
で
な
く

教
育
の
場
と
し
て
茜
だ
不
適
当
で
あ
る
。
学
生
の
住
居
の
環
境
を
よ
く
す
る
こ

と
は
学
生
の
思
想
の
健
全
な
発
達
上
い
ち
じ
る
し
い
効
果
あ
る
こ
と
を
思
え
ば

：
学
寮
施
口
設
の
整
理
改
善
は
学
生
補
導
上
緊
急
の
問
題
と
い
う
べ
く
政
府
は
こ
の

た
め
の
経
費
支
出
を
お
し
む
べ
き
で
な
い
と
信
ず
る
。

強
く
要
望
し
、
早
急
に
実
唄

ユ
酊
碑
御
昭
・
弓

ＩＨＩ

役
員
会

議場日 ２
厚
生
輔
導
広
瞳

Ｌ
憾
桂
圭
宗
塗
目
解
二
穴

題所時十
九
」
年
一
月
七
日
附
置
大
脇
庶
一
第
一
八
四
一
号
を
以
っ
て
各
国
立
大
学
長
宛

．。．Ｔ・』・・・一．’’９’》一一・『剣一一》Ｆ・・二ＪＣ一Ｊ」・中１勺‐．｜『Ｐ．

昭
和
一
一
十
八
年
十
二
月
一
一
十
一
一
一
日
（
水
）
午
前
十
時

東
京
大
学
大
講
堂
南
側
会
議
室
了

行
政
整
理
に
つ
い
て
１

本
刮
文
末
尾
に
掲
載

仏
重
要
性
は
ユ
肌
巨
総
会
の
要
望
害

福
に
弥
広
二
一
古

.｡「ロロ鍜・・Ｐ

･旱■F～･･･￣･
司舎ＬＬ。．

砂
示
」
温
》

】少・
孔
Ⅱ
‐
．

・
・
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．
．
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・
眼
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Ｉ
Ｉ
研
Ｉ
研
Ｊ
１

汀
（
記
一
ｔ

今
回
の
行
二
政
整
理
に
関
し
、
文
部
省
と
し
て
は
、
今
日
（
十
二
月
一
一
十
一
一
一
日
）
の
と
竹

こ
ろ
⑬
正
式
に
公
文
書
を
出
て
整
理
対
象
と
し
て
の
職
種
や
人
員
数
の
明
示
を
受
け
；

て
い
な
い
ｐ
今
月
中
に
は
行
政
管
理
庁
・
か
ら
明
示
さ
れ
る
も
の
と
恩
は
れ
る
の
で
、
薑

推
察
の
程
度
で
あ
る
が
、
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
．

⑩
国
立
学
校
関
係
全
体
と
し
て
、
教
官
、
教
務
職
員
、
一
般
事
務
職
員
総
計
五
・
ｒ

六
九
二
人
を
整
理
す
る
と
い
う
案
で

②
教
官
の
総
数
は
現
在
三
七
、
四
一
一
一
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
：

そ
の
中
教
官
の
欠
員
数
は
現
在
一
、
九
○
九
人
で
あ
っ
て
、
と
の
欠
員
数
か

ら
教
官
総
数
の
約
一
％
を
差
引
い
た
一
、
五
四
一
一
一
人
が
整
理
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
．
》

然
し
、
教
官
の
整
理
は
特
に
慎
重
を
要
す
る
の
で
、
極
力
こ
れ
を
除
外
す
る

方
針
で
進
み
た
い
。

ｊ
③
教
務
職
員
数
五
、
○
一
一
一
六
人
の
六
％
一
一
一
○
一
一
人
を
整
理
す
る
と
い
う
○

例
一
般
事
務
技
術
及
び
看
護
婦
職
員
数
一
九
、
’
一
一
一
一
六
人
の
一
一
○
％
一
一
一
、
八
四
ヘ
ブ

七
人
を
塾
理
す
る
と
い
う
。

７
．
、
１

以
上
の
如
く
、
第
一
一
項
一
、
五
四
一
一
一
人
と
、
第
一
一
一
項
一
一
一
○
一
一
人
と
、
第
四
項
一
一
一
Ｃ

八
四
七
人
の
合
計
五
、
六
九
一
一
人
を
整
理
す
る
と
い
う
一
つ
の
案
が
現
は
れ
て
い

る
。

勿
論
以
上
の
数
字
は
決
定
案
で
は
な
く
謂
は
ば
第
一
次
案
で
あ
る
の
で
、
相
・
当
に

疑
問
も
あ
り
修
正
を
必
要
と
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
文
部
省
は
、
教
官
鑿
理
の
点
に
←

就
い
て
は
、
出
来
る
だ
け
除
外
す
る
よ
う
に
主
張
す
る
。
問
題
は
教
員
の
欠
員
で
あ

り
、
た
と
え
そ
の
理
一
由
二
が
韮
色
套
あ
る
に
し
て
も
こ
れ
が
適
用
除
外
は
困
難
と
考
え
る
。

欠
員
教
官
は
、
大
一
学
院
を
有
す
る
旧
制
帝
大
が
主
と
な
っ
て
い
る
。

待
命
制
度
は
、
結
局
定
員
を
落
す
こ
と
に
な
っ
て
賛
成
出
来
な
い
○
以
上
は
そ
の
１

大
要
で
あ
る
が
こ
れ
に
対
し
、

⑩
教
官
の
整
理
は
影
一
響
が
大
き
い
の
で
犠
牲
を
最
少
限
に
す
る
た
め
に
は
教
」

一
授
、
助
教
っ
授
、
講
師
、
助
手
な
ど
教
官
の
プ
ー
ル
制
が
一
面
必
要
で
あ
る
が
運
に
一
ｔ

》
用
上
に
難
■
点
が
あ
り
へ
に
わ
か
に
賛
感
出
来
な
』
い
・
結
局
前
回
と
同
様
個
別
的
（

に
職
種
職
場
に
お
け
る
特
殊
事
情
を
理
由
と
し
て
、
適
Ｆ
用
除
外
を
多
く
作
る
の
・

丘
が
得
策
冠
あ
ろ
う
ｂ
■

～蝋Ｉ徽
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、

日
時
昭
和
一
一
十
九
年
一
一
月
二
十
二
日
（
月
）
九
時
半

》
場
所
東
京
大
学
大
講
堂
南
側
会
議
室

出
席
者
第
三
常
置
委
員
会
東
委
員
長
、
各
専
門
委
員
（
東
北
大
学
代

理
出
席
）
十
二
名

（
欠
席
、
第
四
常
置
委
員
会
戸
田
委
員
長
、
一
橋
へ
山
梨
、

東
京
学
芸
大
学
の
各
専
門
委
員
）

ご
議
事
要
録
丁

東
ぃ
委
員
長
主
宰
の
下
に
開
会

各
専
門
委
員
の
自
已
紹
介
あ
り
、
専
門
委
員
の
中
、
東
北
大
学
は
末
永
茂
喜
氏
、
金

、
．
，

■
②
Ｌ
大
一
学
の
》
事
務
は
文
●
部
省
な
ど
と
は
違
い
特
殊
な
現
業
事
務
で
あ
り
、
本
省
と

一
律
的
鑿
理
は
浅
慮
と
謂
は
ざ
る
を
得
な
い
。
又
事
務
機
構
を
改
革
し
て
事
務

。
～
の
簡
素
化
を
先
づ
実
施
し
て
の
上
な
ら
ぱ
と
句
も
か
く
、
た
だ
人
員
の
整
理
は
こ

れ
「
以
上
応
じ
ら
れ
な
い
。

③
大
学
の
特
殊
事
情
を
説
明
し
て
、
整
理
を
最
低
限
度
に
止
め
る
よ
う
、
要
請

す
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
。
、

零

以
上
要
］
曰
協
議
の
結
果

矢
内
原
会
長
及
び
森
戸
副
会
長
が
国
立
大
学
協
会
の
名
に
お
い
て
十
一
一
月
一
一
十
三

日
、
二
十
四
日
、
二
十
五
日
中
に
、

Ｊ
文
部
犬
臣
？
塚
田
行
政
管
理
庁
長
官
、
大
野
木
同
庁
次
長
、
増
田
、
迫
水
、
郡
の

高
関
係
諸
氏
を
歴
訪
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
懇
談
陳
情
す
る
こ
と
に
決
定

十
二
時
一
一
一
十
分
散
会

以
上

な
お
、
こ
の
役
員
会
は
年
末
多
忙
の
折
柄
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
東
京
近
く
在
住

の
役
員
に
出
席
を
お
願
い
し
た
次
第
で
、
当
日
の
出
席
者
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
し

た
。矢
内
厚
会
長
、
森
戸
副
会
長
、
高
橋
、
小
池
、
内
田
、
江
国
名
理
事
。

古
林
監
事
（
新
任
Ｊ
沢
田
第
六
常
置
委
員
会
委
員
長
。

文
部
省
、
稲
田
局
長
、
春
山
課
長
。

ｓ
、
第
三
、
第
四
常
置
委
員
会
専
門
委
員
会

轆
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－
４
－
０
‐
１
０
１
‐
９
－
１
‐
‐
・
■
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沢
大
学
は
窪
一
画
敏
夫
仁
氏
、
京
都
大
蘂
学
は
田
中
周
友
氏
、
九
州
大
学
は
瀬
尾
一
愛
一
一
一
郎
氏

が
新
任
さ
れ
た
一
つ

本
日
の
議
題
は
，
厚
生
補
導
に
関
す
る
当
面
の
諸
問
題
で
あ
っ
た
が
、
主
と
し
て

厚
生
補
導
部
、
学
生
部
の
機
構
、
任
務
、
ｒ
連
絡
の
こ
と
、
学
生
の
健
康
管
理
（
保
険
）

学
生
寮
、
寄
宿
舎
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

各
委
員
の
意
見
の
主
な
ろ
も
の
と
し
て
は
、

一
、
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
権
限
、
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
。
教
官
も
Ｓ
Ｐ
Ｓ
に
従
事
す
る
と
と

事
務
局
長
と
並
ん
で
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
長
は
学
長
の
補
佐
機
関
と
解
せ
ら
れ
る
こ
と
。

二
、
事
務
局
長
と
の
関
係
や
、
予
算
関
係
が
問
題
点
で
あ
る
か
ら
、
な
お
研
究
の
必

要
が
あ
る
こ
と
。

一
一
一
、
事
務
局
に
従
属
す
る
の
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｐ
Ｓ
（
の
詳
己
①
冒
旧
の
Ｈ
の
。
目
の
】
ｍ
２
ａ
Ｏ
の
、
）

（
助
育
、
厚
生
補
導
教
育
）
は
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
見
て
独
立
的
責
任
が
あ
り
、

評
議
会
、
教
授
会
に
も
常
に
連
絡
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
。

四
、
各
大
学
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
持
っ
て
い
る
の
で
画
一
》
的
な
施
策
で
は
い

け
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
根
本
方
針
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

五
、
大
学
は
、
評
議
会
が
第
一
線
的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｓ
Ｐ

Ｓ
は
、
こ
れ
と
一
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
○

六
、
学
生
の
健
康
向
上
の
た
め
に
は
、
合
法
的
施
設
が
必
要
で
、
健
康
保
険
制
度
の

日
附
で
会
長
か
ら
文
部
大
臣
に
対
し
て
、
「
学
生
健
康
保
険
組
合
の
設
立
に
関
す

る
建
議
」
を
行
っ
た
。

七
、
寮
、
了
寄
宿
舎
の
増
設
及
び
改
善
が
強
く
要
求
さ
れ
て
い
る
等
ｐ

参
考
資
料

茨
城
大
学
に
お
い
て
「
Ｓ
Ｐ
Ｓ
に
関
す
る
米
人
教
授
団
の
勧
告
」
に
つ
い
て
各
大

学
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
を
次
に
掲
載
す
る
。
（
左
記
写
）

「
Ｓ
Ｐ
Ｓ
に
関
す
る
米
人
教
授
団
の
勧
告
」
に
つ
い
て
の
各
大
学
の
意
見
の
ま
と

め
茨
一
城
大
学

回
答
核
（
順
序
不
同
）

、
学
生
の
健
康
向
上
の
た
め
に
は
、
合
法
的
施
設
が
必
要
で
、
健
康
保
険
温
度
の

立
法
化
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
医
学
部
や
、
附
属
病
院
の
有
無
に
よ
っ
て
医
療
施

設
の
難
易
問
題
が
あ
る
。
健
康
保
険
制
度
化
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
、
厚
生
省
、

大
蔵
省
の
三
者
に
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
特
別
立
法
と
し
、
学
校
単
位
と
し

た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
木
協
会
と
し
て
は
、
昭
和
一
一
十
六
年
十
一
月
一
一
十
一
一
一
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商
船
犬
一
学
、
ざ
字
引
都
富
夫
学
、
宮
崎
大
学
、
弘
前
犬
一
学
石
．
北
海
道
大
学
、
東
京
農
工

大
学
、
東
京
水
産
大
学
勾
東
都
学
芸
大
学
、
九
州
大
学
へ
取
鳥
大
学
、
東
京
医
科

歯
科
大
学
、
山
梨
大
学
、
山
形
大
学
、
京
都
学
芸
大
学
、
神
戸
大
学以
上
一
五
校

項
目
別
意
見
（
）
内
は
勧
告
書
の
大
意
○
印
意
見

Ｉ
高
等
教
育
部
門
の
国
家
的
機
関
に
関
す
る
諸
勧
告

Ａ
文
部
省
．
‐

Ｊ
１
、
（
再
検
討
を
要
す
る
法
律
的
措
置
）

刊
○
法
的
根
拠
を
確
立
す
る
こ
と
（
弘
前
、
鳥
取
）

学
校
教
育
法
第
五
十
八
条
に
つ
い
て

○
教
授
す
る
と
い
う
と
と
広
義
に
解
釈
す
れ
ば
、
第
五
十
二
条
で
大
学
の

目
的
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
強
い
て
法
律
改
正
の
必
要
な
し
（
商

船
）

、
○
表
現
よ
り
も
全
教
官
が
学
生
の
補
導
に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
肝
要
（
商

一
船
Ｐ
神
戸
）

○
大
学
教
授
の
職
責
を
補
導
厚
生
に
関
す
る
面
も
含
め
て
法
文
に
明
記
す

る
こ
と
は
困
難
（
神
戸
）

○
教
授
に
も
Ｓ
・
Ｐ
Ｃ
Ｓ
に
関
す
る
責
任
を
も
た
せ
る
た
め
明
確
に
法
規
的

措
置
を
講
余
る
こ
と
（
北
海
道
、
九
州
、
宮
崎
）

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
第
五
条
に
つ
い
て

○
示
唆
の
と
お
り
改
正
す
る
こ
と
が
妥
当
、
補
導
部
が
事
務
局
の
下
部
機

構
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
表
現
は
望
ま
し
く
な
い
（
商
船
）

：
大
学
基
準
第
二
章
、
第
十
郡

司
ｉ
○
学
生
の
課
外
活
動
に
必
要
な
施
設
を
追
い
加
す
る
こ
と
（
商
船
、
宮
崎
）

２
、
（
文
部
省
は
各
大
学
等
に
対
し
Ｓ
．
Ｐ
．
Ｓ
の
発
達
に
心
要
な
具
体
的
処
置

幹

に
つ
き
一
示
唆
す
る
こ
と
）

Ⅱ
○
大
学
に
Ｓ
Ｏ
Ｐ
６
Ｓ
に
関
す
る
学
科
を
設
置
す
る
こ
と
、
Ｓ
．
Ｐ
．
Ｓ
専
門

丁
ｊ
職
ｑ
待
遇
を
教
授
と
同
等
に
す
る
こ
と
（
九
州
）
／

Ｌ
Ⅱ
○
代
表
的
の
大
学
に
補
導
専
門
職
員
養
成
の
コ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
（
商

１
Ｌ
Ｌ
船
）
Ｌ

●
．
．
．
‐
）
，
』

ん
ｏ
補
導
職
員
一
と
教
授
、
助
教
授
間
に
人
顛
の
交
流
を
行
う
こ
と
（
商
船
）
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『
．
｜
【
二

、、

←
Ⅱ
’
】

｜
■
一
■
・

ｆ
Ｅ
ｌ
中
鍵
教
育
ぃ
審
議
一
会
．
一

・
」
・
挙

（
大
学
の
指
導
・
理
念
及
び
管
理
組
織
の
中
で
ｓ
ｐ
Ｐ
Ｏ
ｓ
の
占
め
愚
地
位
に
つ
き

も
一
ｊ
］
二
一
，
ロ
ロ

■
研
究
す
る
と
．
と
〉

、
○
審
議
会
に
ｓ
・
Ｐ
ｏ
ｓ
に
関
す
る
部
Ⅱ
門
を
設
け
て
強
力
な
活
動
を
行
う
こ

と
（
宮
崎
）
（

｜
Ⅲ
専
門
一
的
・
訓
練
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
．
｜

Ａ
正
規
の
学
科
課
程
二

１
、
（
代
表
的
な
大
学
に
Ｓ
．
Ｐ
．
Ｓ
に
関
す
る
学
科
課
程
を
一
設
置
す
る
こ
と
）

○
代
表
的
な
教
員
養
成
学
部
に
Ｓ
．
Ｐ
．
Ｓ
に
関
す
る
講
座
が
あ
っ
て
も
よ

い
（
神
戸
〕

○
講
座
の
必
要
性
を
認
め
る
〔
宮
崎
、
九
州
）

Ｐ
○
専
門
教
官
の
養
成
に
努
め
る
こ
と
（
九
州
）

２
、
（
ｓ
ｂ
Ｐ
ｏ
Ｓ
担
当
職
員
（
大
学
、
文
部
省
）
の
米
国
留
学
）

○
同
感
（
九
州
）

Ｂ
特
別
な
実
施
計
画

１
、
（
研
究
集
会
の
内
容
、
方
法
の
改
善
）

２
、
（
現
一
職
教
育
計
画
の
制
度
化
）
○
特
に
必
要
（
弘
前
）

ｄ
ｏ
、
外
国
専
門
家
の
招
へ
い

○
外
人
講
師
の
招
へ
い
よ
り
動
も
参
考
書
類
の
翻
訳
を
各
大
学
に
配
布
ず
れ

■
ば
十
分
（
京
都
学
芸
）

Ⅲ
各
学
園
の
組
織

し
Ａ
教
授
会

○
Ｓ
．
Ｐ
．
ｓ
に
対
す
る
理
解
が
こ
れ
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
（
宮
崎
、
九
州
）

Ｂ
学
生
の
慾
求
に
関
す
る
研
究

｛
○
名
大
学
の
実
情
に
即
し
て
工
夫
す
る
こ
と
（
九
州
）

Ｌ
ｃ
円
諮
門
委
員
会
○
同
感
（
九
州
）
，

Ｄ
職
務
の
分
析

ｊ
Ｊ
○
つ
同
感
、
こ
れ
に
よ
り
定
員
の
確
保
が
必
要
（
九
州
、
商
船
）
壹

遍
ｓ
・
Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
管
理
部
局

〉
丁
○
補
導
職
に
特
別
手
当
を
考
慮
す
る
と
『
と
（
商
船
、
北
梅
道
）

■
○
主
任
管
理
者
は
学
部
■
長
。
と
■
同
等
の
給
与
と
身
分
を
与
え
る
べ
き
な
り
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漂
鐸
百
ｍ
Ⅱ
Ｊ
Ⅷ
『
「
〆
Ｊ
１
‐
凸
Ⅵ
１
１
側
１
９
刈
Ｊ
弧
刈
Ⅱ
Ⅲ
‐
１
Ⅷ
７
『
－
Ｊ
刮
刮
：
Ｊ
州
Ｉ
油
１
－
’
１
１
１
１
刈
恥
刊
『
４
イ
ー
対
瀕
．
Ｌ
－
和
Ｉ
別
Ⅷ

漆

吟咄■叩■叩》》

〉．．‐七ｋ揮守△｜恋．。》・》．》鵜〈

Ｌ
（
弘
前
）
イ
ビ
：
（
ご
強
．
．
；

○
．
厚
生
補
導
主
土
管
署
が
廻
り
持
ち
の
現
状
で
ば
効
果
が
あ
が
ら
な
い
（
神

．
ｒ
一
同
『
北
海
道
）
Ｌ

・
○
管
」
理
部
局
の
中
央
依
存
の
弊
に
注
意
し
、
各
学
部
、
分
校
の
協
力
組
織

一
を
考
究
す
る
（
九
州
）

了
へ
○
学
生
部
長
は
教
室
内
及
び
教
室
外
活
動
の
関
係
を
密
に
す
る
た
め
教
授
一

兼
務
が
よ
い
（
宮
崎
）

○
適
切
な
人
材
の
確
保
が
先
決
問
題
、
担
当
者
に
特
別
の
教
育
研
修
が
必

要
（
北
海
道
）
．

Ｆ
職
務
の
分
類

Ｇ
予
算○
予
算
的
措
置
の
重
要
性
か
ら
大
蔵
省
当
局
に
Ｓ
．
Ｐ
．
Ｓ
活
動
の
重
要
性

，
を
理
解
し
て
、
も
ら
う
（
宮
崎
）

○
最
少
限
大
学
運
営
予
算
の
七
’
一
○
％
が
必
要
（
北
海
道
、
宇
都
宮
）

○
補
導
経
費
の
増
額
と
同
時
に
或
る
程
度
の
補
導
部
に
お
け
る
使
途
の
自

由
裁
量
（
商
船
）

○
学
生
部
の
予
算
の
独
立
と
増
額
（
神
戸
、
弘
前
）

Ｈ
・
教
授
の
責
任

○
教
授
の
責
任
は
余
り
多
く
期
待
で
き
な
い
、
こ
の
業
務
に
選
ば
れ
た
教

官
に
は
義
務
づ
け
る
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
（
神
戸
）

Ⅳ
学
生
に
対
す
る
経
済
的
援
助

Ａ
学
生
の
一
雇
用

○
学
内
の
仕
事
と
な
れ
ば
授
業
時
間
制
に
配
慮
す
る
こ
と
（
九
州
）

○
学
内
の
仕
事
の
場
合
、
会
計
法
規
上
の
一
部
改
変
・
も
必
要
と
な
ら
－
つ

一
（
宮
崎
、
宇
都
宮
）

○
好
ま
し
く
な
い
ア
ル
》
〈
イ
ト
に
流
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
●
と
に
な
る
（
宮
崎
）

Ｂ
奨
学
金

○
口
本
育
尽
英
一
会
の
み
で
は
不
足
、
県
内
有
力
春
に
仇
き
か
け
る
苧
と
も
で

き
よ
う
（
宇
都
宮
）

○
日
本
育
英
会
奨
学
生
の
数
の
増
加
を
要
」
す
（
商
船
）

ｖ
学
生
活
動
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○
・
豊
富
な
一
経
験
と
知
識
を
も
つ
専
門
職
員
の
助
言
指
導
が
第
一
に
必
要

Ｙ
二
（
弘
前
）

Ａ
：
物
的
施
設

Ｂ
政
治
活
動

’
一
○
大
学
に
関
す
る
法
制
の
整
備
が
必
要
。
学
生
は
法
制
上
の
不
備
欠
か
ん

左
つ
く
か
ら
大
学
相
互
間
の
連
絡
が
必
要
（
神
戸
）

○
一
般
教
育
課
程
の
学
生
と
く
に
新
入
生
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る

（
九
州
）

○
政
治
活
動
に
対
す
る
大
学
の
指
導
性
を
確
立
す
る
た
め
そ
の
指
導
者
養

成
に
あ
ら
ゆ
る
協
力
を
な
す
こ
と
（
鳥
取
）

Ⅵ
心
理
学
の
分
野
か
ら
の
貢
献

Ⅶ
学
生
の
転
部

○
こ
の
理
想
の
実
現
の
た
め
に
は
少
く
と
も
現
在
の
国
立
大
学
制
度
に
根

本
的
再
検
討
を
必
要
と
す
る
（
九
州
）

○
勧
告
通
り
実
行
中
、
判
定
方
法
は
学
業
成
績
を
資
料
と
し
、
適
性
の
判

定
に
関
す
る
科
学
的
方
法
は
と
ら
な
い

○
転
部
、
転
科
を
大
巾
に
み
と
め
、
大
学
間
の
こ
と
も
あ
る
程
度
み
と
め

て
は
ど
う
か
（
神
戸
）

Ⅷ
高
等
学
校
と
大
学
の
協
力

○
入
学
試
験
前
の
各
高
校
と
の
懇
談
会
の
開
催
、
高
校
長
会
議
に
主
管
部

長
の
出
席
、
大
学
の
現
況
、
高
校
へ
の
要
希
を
伝
達
（
宇
都
宮
）

Ⅸ
卒
業
生
の
就
職

○
就
職
斡
旋
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
の
関
連
を
考
慮
す
る
（
九
州
）

○
一
元
的
な
Ｓ
．
Ｐ
．
ｓ
の
機
構
で
行
う
こ
と
は
理
想
的
だ
が
、
現
組
織
下

で
は
不
可
能
、
強
行
は
か
え
っ
て
逆
効
果
を
き
た
す
（
宇
都
宮
）

ｘ
男
女
共
学
に
お
け
る
Ｓ
．
Ｐ
．
Ｓ
の
仕
事

○
専
門
的
な
技
術
を
身
に
つ
け
た
女
子
に
担
当
さ
せ
た
が
、
全
学
の
認
識

・
の
程
度
か
ら
期
待
す
る
ほ
ど
の
効
果
は
あ
が
ら
な
い
（
宇
都
宮
）

『
○
女
子
学
生
の
た
め
の
施
設
と
共
に
Ｓ
．
Ｐ
．
ｓ
女
子
職
員
の
必
要
性
あ
り

’
：
（
九
一
州
）

Ⅲ
大
学
一
長
会
議

叫
呼
臓
臘
牌
隙
臓
臘
い
臘
縢
臘
騰
隙
縢
輝
縢
腫
臘
憾
し
げ
腫
雌
咋
畷
卜
胖
に
勝
》
》
》
》
Ｌ
ぽ
い
』
ｒ
Ｆ
’
い
し
》
‐
い
Ⅲ
Ｉ
ト
ー
ト
レ
》
‐
舩
干
』
牌
ｒ
‐
心
一
戸
Ｉ
庇
ｌ
Ｌ
酢
し
醇
冊
暇

蕊欝
臘
口
議

蕊
溌蕊
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日
時
昭
和
一
一
十
九
年
一
一
一
月
十
二
日
（
金
）
十
時

場
所
東
京
大
学
大
講
堂
南
側
会
議
室

議
題
一
、
国
立
大
学
定
員
法
改
正
に
つ
い
て

’
一
、
い
わ
ゆ
る
教
育
二
法
案
に
つ
い
て

一
、
大
学
管
理
法
案
に
つ
い
て
。

そ
の
他

研
席
春
会
長
、
副
会
長
、
各
理
事
（
今
村
理
事
及
び
小
華
和
理
事
は

代
理
）
各
監
事
（
中
山
監
事
欠
席
）

文
部
省
稲
田
局
長
及
び
春
山
課
長

（
こ
の
議
事
要
録
は
昭
和
二
十
九
年
四
月
十
四
日
附
国
大
協
庶
第
一
九
二
号
を
以
っ
て
各
国

立
大
学
長
宛
に
通
知
済
で
あ
り
ま
す
）

議
事
要
録

矢
内
原
会
長
主
宰
の
下
に
開
会

先
ず
、
本
日
の
議
題
で
あ
る
「
国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に

つ
い
て
、
文
部
省
側
の
説
明
を
聴
取
の
上
、
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
と
な
り
、

稲
田
局
長
か
ら

今
回
「
国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
を
国
会
に
提
出
し
た
の
は

国
立
大
学
の
学
部
及
び
国
立
短
期
大
学
の
新
設
並
び
に
国
立
大
学
に
包
括
さ
れ
た
従

前
の
規
定
に
よ
る
学
校
の
廃
止
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
と
と
も
に
、
各
国
立
学
校
の

職
員
の
定
員
は
、
政
令
で
定
め
る
こ
と
と
す
る
こ
と
及
び
学
部
附
属
の
教
育
研
究
諸

施
設
に
関
す
る
こ
と
は
、
省
令
で
定
め
る
こ
と
と
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た

の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
と
の
説
明
（
が
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
一
役
員
側
か
ち

１
、
こ
の
改
正
法
律
は
、
文
部
省
側
の
中
央
．
集
権
化
麹
謀
る
も
の
で
あ
る
と
昂
ら

⑨
、
役
貝
会

、

○
ｓ
・
Ｐ
。
ｓ
の
た
め
の
大
学
一
長
会
議
は
年
事
行
事
と
し
て
広
地
域
に
亙
り

へ
開
催
す
る
こ
と
は
困
難
の
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
機
会
途
つ
く
り
た
い

Ｊ
（
九
州
）
壜
｜

日
米
両
国
間
の
協
同
努
力
○
有
意
義
な
計
画
と
思
う
（
九
州
）
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↑
‐
れ
る
こ
と
。

・
２
、
文
部
省
側
の
独
断
的
な
や
り
方
で
、
法
案
を
作
成
、
提
出
し
、
予
め
、
国
立
・

大
学
協
会
側
に
何
の
相
談
も
な
く
、
我
汽
は
発
表
に
よ
っ
て
初
め
て
知
っ
た
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
遺
憾
至
極
で
あ
る
。

３
、
政
令
で
定
員
を
改
正
す
る
と
い
う
が
、
文
部
省
は
、
如
何
な
る
段
階
を
採
用

す
る
の
か
。

４
、
法
律
に
よ
る
の
と
、
法
令
に
よ
る
の
と
で
は
、
取
扱
の
軽
重
の
度
が
余
り
に

も
違
う
。

等
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
稲
田
局
長
か
ら

実
際
問
題
と
し
て
は
、
こ
れ
を
国
会
に
提
出
す
る
の
を
非
常
に
急
い
だ
の
で
、
大

学
側
と
下
打
合
せ
を
す
る
暇
が
な
か
っ
た
次
第
で
、
自
分
と
し
て
は
遺
憾
に
思
っ
て

い
る
。
占
領
当
時
、
こ
ま
か
い
こ
と
ま
で
Ｃ
Ｉ
Ｅ
関
係
に
よ
り
法
律
に
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
事
情
も
あ
り
、
こ
の
際
、
諸
法
令
の
蕊
備
簡
素
化
と
、
煩
わ
し
か
っ
た
行

政
事
務
を
整
理
統
一
し
た
い
政
府
の
方
針
も
あ
り
、
今
一
つ
技
術
的
に
行
き
づ
ま
っ

た
問
題
は
今
回
の
行
政
整
理
（
一
一
一
年
間
）
を
見
通
し
て
、
一
一
一
年
間
の
定
員
を
現
行
法

で
書
き
あ
ら
わ
す
こ
と
は
、
事
務
的
に
困
難
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
文
部
省
以
外
の

各
省
主
管
諸
官
庁
の
定
員
決
定
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
省
令
を
も
っ
て
実
施
し
て
い
る

現
状
も
考
慮
し
、
国
立
学
校
に
関
し
て
は
、
特
に
政
令
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
こ
の

法
律
の
国
会
提
出
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

各
大
学
の
定
員
は
予
算
で
き
ま
り
、
そ
れ
を
引
き
う
つ
し
に
し
た
定
員
の
政
令
案

を
文
部
省
が
立
案
し
、
塔
大
学
事
務
局
長
会
議
な
ど
で
協
議
し
、
決
ま
っ
た
後
に
閣

議
に
か
け
る
と
い
う
段
階
を
採
る
。
而
し
て
各
大
学
の
予
算
は
資
料
と
し
て
こ
ま

か
い
も
の
が
出
さ
れ
、
文
部
省
と
協
議
し
た
上
で
き
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
度

の
改
正
案
に
よ
っ
て
も
、
各
大
学
の
基
準
予
算
が
あ
る
以
上
、
文
部
省
が
勝
手
に
各

大
学
の
定
員
を
融
通
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
ま
た
大
学
の
知
ら
ぬ
中
に
定
員
が
変
更

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。
附
属
病
院
へ
演
習
林
そ
の
他
学
部
附
属
研
究
施
設
の

設
置
も
し
く
は
改
廃
を
省
令
で
き
め
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
予
算
で
き
ま
っ

て
く
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
文
部
省
の
専
断
で
事
を
き
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
会
長
か
ら

国
立
大
学
は
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
事
情
を
有
す
る
独
立
官
庁
と
考
え
ら
る
ぺ
さ
で

あ
る
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
こ
そ
従
来
各
大
学
別
貨
の
定
員
が
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

蕊

■■１口■況・・鏡・鞭

て
い
た
の
で
あ
る
Ｐ
従
っ
て
和
今
後
も
各
大
学
の
定
員
改
正
の
場
合
に
腫
必
歩
大
学

｝
Ｐ
Ｆ

例
に
対
し
て
予
告
し
協
議
さ
れ
た
い
。
附
属
研
究
施
設
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
、

と
警
告
さ
れ
た
。
．

次
に
、
い
わ
ゆ
る
教
育
二
法
案
に
つ
い
て

「
義
務
教
育
諾
学
校
に
お
け
る
教
育
の
政
治
的
中
立
の
確
保
に
関
す
る
法
律
案
」

の
中
、
第
一
一
一
条
に
大
学
教
授
を
含
み
、
第
五
条
に
は
、
大
学
の
学
長
が
関
係
し
て
く

る
ｂ
第
三
条
の
冒
頭
に
「
何
人
も
」
と
あ
る
は
、
不
特
定
多
数
人
を
対
象
と
し
て
い

る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
大
学
教
授
の
学
問
研
究
発
表
も
、
余
計
な
心
配
を
伴
う
と

い
う
雰
囲
気
が
あ
る
。
教
育
基
本
法
第
八
条
で
充
分
で
あ
る
の
に
、
こ
の
立
法
に
よ

っ
て
、
学
問
の
自
由
は
更
に
一
段
と
規
制
さ
れ
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
又
、
第

五
条
「
…
…
左
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
請
求
註
待
っ
て
論
す
る
」
と
あ
る
の
は
、

所
謂
「
親
告
罪
」
で
あ
る
が
、
事
が
お
き
て
学
長
が
請
求
し
な
か
っ
た
場
合
に
、

請
求
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
政
治
的
圧
迫
を
豪
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
本
協
会
と
し
て
は
、
教
育
一
一
法
案
に
関
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
、
話
合
の
程
度
に

と
ど
め
、
別
に
意
見
を
表
明
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

懸
案
と
な
っ
て
い
る
大
学
管
理
法
案
は
、
文
部
省
の
中
央
教
育
審
議
会
の
第
一
特

別
委
員
会
で
審
議
中
で
あ
る
が
、
な
お
未
だ
結
論
に
達
し
な
い
。

次
に
本
協
会
第
九
回
総
会
開
催
期
日
を
諮
っ
た
結
果
、
来
る
六
月
十
日
（
木
）
、
十

一
日
（
金
）
の
両
日
、
日
本
学
術
会
議
講
堂
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
こ
の
総
会
開
催
に
関
す
る
案
内
状
は
更
め
て
発
送
す
る
）

次
に
、
本
協
会
第
一
常
置
委
員
会
委
員
長
高
橋
純
一
殿
に
は
昨
年
十
一
月
の
第
八

回
総
会
当
時
か
ら
、
健
康
上
の
御
都
合
に
よ
り
委
員
長
辞
任
を
申
出
ら
れ
、
考
慮
中

で
あ
っ
た
が
、
止
む
左
得
ざ
る
も
の
と
認
め
、
近
く
書
面
に
よ
り
各
委
員
に
よ
る
互

選
の
上
、
会
長
親
ら
開
票
し
て
委
員
長
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

午
後
一
時
散
会

以
上

追
っ
て
、

｜
、
「
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
教
育
の
政
治
的
中
立
の
確
保
に
関
す
る
法
律
案
」

一
一
、
「
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

三
、
「
国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

以
上
三
つ
の
印
刷
物
を
参
考
資
料
と
し
て
同
封
送
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

附
記
彙
報
の
部
参
照
（
三
一
’
一
一
一
四
頁
）
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科目
巳

予算額 決算額 予算額と決算
額との比較 備考

歳 入の部
円

2,220,000
円

2,191,307
円

△２８，６９３

1．会費

２ ｑ

‐、
預金利子

３ヮ前年度繰越額

１

１

，

，

165,000

3５，０００

０２０，０００

０
１
６

０
８
２

０
３
９

９
９
９

５
５
０

４
２
２

１
０

，
９

１
１

△２０，０００

△９，６１９

926

内１万円２７年度会費
28年度会費未収額２万円

歳出の部 ２， 220,000 １
， 244,747 975,253

1
Ａ事 業費 950,000 551,440 398,560

費
費
費
費
費
：

会賎舩》辨
総
役
委
会
調

●
ゴ
●

●
●

●

１
２
３
４
５

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

９
９
Ｊ
９
３

０
０
０
０
０

７
９
９
０
０
，

２
１
４

５
５
０
０
０

５
７
７
０
４

３
５
３
５
６

，
，
９
９
９

１
９
３
４
２

５
２
２
５
９

２
１

５
５
０
０
０

４
２
３
０
６

６
４
６
５
３

９
９
９
夕
９

８
０
６
５
７

１
６
６
４
０２

Ｂ事務費 970,000 693,307 276,693

費
費
料
費
費
費
費
費

件品用洲刷信
人
備
借
消
印
通
旅
雑
“

｝

巳●
●
●
Ｃ
夕
●
Ｇ
夕
●
●

１
２
３
４
５
６
７
８

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
１

９
９
９
９
９
９
，
，

０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
５
５
５
５
５
７

６ １
０
０
９
０
０
５
２

０
５
０
８
０
４
９
３

３
５
８
６
０
１
１
６

９
９
９
９
９
９
Ｊ
９

４
５
７
２
３
０
３
６

６
１
３
３
３

５ ９
０
０
１
０
０
５
８

９
５
０
１
０
６
０
６

６
４
２
３
０
８
８
３

，
，
，
，
タ
リ
，
夕

５
４
２
７
７
９
６
３

３
４
４
３
１
１
４
３

Ｃ子 備費 300,000 ０ 300,000

翌年度繰越額 ０ 946,560 946,560
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昭和29年度(皇騨鶴雛)予算案 国立大学協会

舌日
一

の部

費
金利子
:度繰越潅

金

侶伽一伽伽痂
皿
一
汕
釦
軸

Ⅱ]【】■■ 〕００円肩 ＩＵＩＩ■■

麺
一
縦
加
卯
如
如
印
加
印
一
ｍ

皿
一
剛
伽
卿
伽
伽
剛
伽
卿
一
ｍ

賞
一
費
費
料
費
費
費
費
費
一
讐

二
【
‐
隊

孔
へ
ら
雷
》
扣

I-1pF6I

a在ｱ桶
〈、雷

OOOI工

１１

碓
措
娼
印
通
旅
鮠

．
）
口

輪ｗ〃」一〃■撫辨

唱
朧
鄙

■■

Ｕ
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Ｊ
向
田

Ｉ

ＩＪ。Ⅱ．ｒ｜・ｒ・

鯉

鰯鱗ノ
ィ鱗仁

鱗ih…
１１難

叶
脚
Ⅱ
心
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|科目｜金額’摘要１
歳入の部

円
2,180,000

Ｌ会贄
２．預金利子
３．前年度繰越額

０
０
０

０
０
０

０
０
０

Ｑ
Ｑ
Ｑ

１
３
４

２
９

９

１

1学部当り５，０００円238学部計1,190,000円前年度未収会費20,000円

歳出の部 2,180,000

Ａ事業費 930,000

費
費
費
費
費

会餓触》辨
総
役
委
会
調

●
●
●
●
●

・
１
２
３
４
５

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

ダ
ダ
９
７
，

０
０
０
０
０

７
９
９
８
０

２
４

蝋霧鑿三篭雛蝋潔葺
０００円

車代、茶菓、その他）℃

当

人
人
人
仙
仔

１
１
１

150人）

費
回
会

人
人
１
究

伽加旧行Ⅷ
く
等
等
発
及

峠鵬雛『》

Ｂ事務費 950,000
､

費
費
料
費
費
費
費
費

件品用繩刷惰へ
人
備
借
消
印
通
旅
雑

●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
３
４
５
６
７
８

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

９
９
，
，
，
，
夕
，

０
０
０
０
０
０
０
０

６
３
２
４
４
５
５
６

６

職員３人１人年額平均220,000円

:譽診j騨讓|iそ櫻奔棗襄?壜鮮袰&:i料などを含む）

72大学１回平均1,000円年50回（電報、響誓、速達などを含む）

Ｃ子 備費 300,000
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．
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Ｆ
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第
一
章
総
則

第
一
条
本
会
は
、
国
立
大
学
協
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
、
国
立
大
学
相
互
の
緊
密
な
連
絡
と
協
力
に
よ
り
、
そ
の
振
興
に

．
（
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

一
国
立
大
学
の
振
興
に
つ
ぎ
必
要
な
調
査
研
究

一
一
教
訶
授
及
び
研
究
上
に
お
け
る
大
学
相
互
の
協
力
援
助
に
関
す
る
事
項

Ｌ
三
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

第
四
条
本
会
の
事
務
所
は
、
東
京
都
東
京
大
学
構
内
に
置
く
。

’
第
二
章
会
員

第
五
条
本
会
は
、
国
立
大
学
を
会
員
と
し
て
組
織
す
る
。

一
第
三
章
役
員

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

｜
会
長

’
一
人

一
一
副
会
長

一
人

二
一
理
事
十
四
人
（
会
長
へ
副
会
長
を
含
む
）

囚
監
事
二
人

第
七
条
理
事
及
び
監
事
は
、
総
会
で
会
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。
一

口
二
会
長
及
び
副
会
長
は
、
理
事
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。

第
八
条
役
員
の
職
務
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
量
『
Ⅱ

二
・
一
へ
一
会
長
は
、
会
議
を
総
理
し
γ
本
会
を
代
」
表
す
る
Ｐ
註
二

コ
一
一
（
副
会
長
は
、
｝
会
い
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を

Ｉ
〆
代
理
す
る
。
■

一
一
一
理
掌
は
、
理
事
会
を
組
織
し
べ
本
会
運
営
に
関
す
る
事
項
っ
を
処
理
す
る
ｐ

四
八
一
監
事
は
、
会
計
を
監
」
費
す
る
。
一
了
。

‐
壹
一
。
、
』

卿

A･ロ．『

「’・・’

1･･『
Ⅱ舐ﾛ

Ｐ」IBU■

１１ノ

ノ
Tﾛ

蕊
Ⅱ:ﾙﾉ
鰔挙

蕊｜
i＃１
打ﾔﾉ！

｛
第
九
条
》
・
役
員
の
任
期
は
、
一
一
年
と
す
る
。
ノ
但
し
、
再
選
す
。
ろ
と
と
が
で
萱
る
。

２
補
欠
に
よ
っ
て
唾
仕
し
た
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

第
四
章
会
議

第
十
条
本
会
の
会
議
は
、
総
会
お
よ
び
理
事
会
と
す
る
ｐ
‐

２
総
会
お
よ
び
理
事
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
総
員
の
半
数
以
上
が
出
・
席
し
な
け

れ
ば
議
事
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

３
議
事
は
、
す
べ
て
出
席
者
の
過
半
数
で
定
め
る
。

第
十
一
条
総
会
は
、
毎
年
一
回
会
長
が
招
集
す
る
。
但
し
、
会
長
が
必
要
と
認
め

…
た
と
き
叉
は
会
員
拾
名
以
上
か
ら
要
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
会
長
は
、
臨
時
に
総

会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
会
長
は
、
総
会
の
議
長
と
な
る
。

第
十
一
一
条
理
事
会
は
、
毎
年
三
回
以
上
会
長
が
招
集
す
る
。

ｊ
２
会
長
は
、
理
事
会
の
議
長
と
な
る
。

第
十
三
条
特
別
の
事
項
を
調
査
研
究
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
は
、

理
事
会
の
議
を
経
て
、
特
別
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章
会
計

第
十
四
条
本
会
の
経
費
は
、
会
費
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
あ
て
る
。

第
十
五
条
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
一
一
一
月
一
一
一
十
一
日

で
終
る
。

第
六
章
雑
則
□

第
十
六
条
と
の
会
則
の
改
正
砿
、
総
会
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
本
会
の
庶
一
務
を
処
理
す
る
た
め
、
理
事
会
の
議
を
経
て
必
要
な
職
員
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

附
則
・

第
十
八
条
と
の
会
則
は
Ｙ
昭
和
一
一
十
五
年
七
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
・

ｆ
ｌ
Ｊ
Ｊ
ｊ

(２５）
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琴
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蕪

２
，
コ
国
立
大
学
｛
協
ョ
倉
（
役
員
一
覧
■
表
（
昭
和
一
一
十
九
年
五
月
）
・

会
長
（
理
》
事
）

矢
内
原
忠
雄
（
東
京
大
）

副
会
長
（
〃
）
』
．

森
戸
辰
男
（
広
島
大
）

理
事

小
華
利
息
士
（
帯
広
蓄
産
大
）

〃
高
橋
里
〆
・
美
（
東
北
大
）

小
池
散
事
（
千
葉
大
）

〃

内
田
・
俊
一
（
東
工
大
）

〃

江
・
国
正
義
（
横
浜
国
立
大
）

．
〃
｜

戸
田
正
一
二
（
金
沢
大
）

〃

勝
沼
精
蔵
（
名
古
屋
大
）

〃
《

滝
川
宰
辰
（
京
都
大
）

〃

今
村
荒
男
（
大
阪
大
）

〃

阿
部

孝
（
高
知
大
）

〃

山
田

機
（
九
州
大
）

〃
・

鰐
淵
健
之
（
熊
本
大
）

〃

藍
事

中
山
伊
知
郎
二
橋
大
）

古
林
喜
楽
（
神
戸
大
）

〃

各
常
置
委
員
一
覧
表

（
昭
和
二
十
九
年
五
月
）

第
一
常
置
委
員
会
（
大
学
の
組
織
、
制
度
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

滝
川
幸
辰
（
京
都
大
）

委
員
・

高
橋
純
一
（
信
州
大
）

大
野
純
一
（
小
樽
商
科
大
）

〃
』

阿
部
久
吹
（
福
島
大
）

〃
．

嘉
村
平
八
（
九
州
工
業
大
）
笈

引
〃

江
、
国
正
義
（
横
浜
国
立
大
）

豆
〃》
〃
》

岡
出
幸
生
（
一
二
重
大
）

、
辻
田

力
（
愛
媛
大
〕

翠
〃

鰐
淵
健
之
〔
熊
本
大
罵
寓
《

〃
・

緒
方
健
一
｜
一
郎
（
鹿
児
島
大
）
糟
一

〃 ロ
．
咄

發

鑑

雑。。■口鞁■■口獅》

第
二
常
置
委
員
会
〔
学
科
課
程
。
、
入
学
試
験
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

小
一
池
敬
事
〔
千
一
葉
大
）
”

委
貫

井
ロ
鹿
象
〔
室
蘭
工
業
大
）

佐
野
秀
之
肋
（
秋
一
田
大
）

〃
・

西
成
甫
（
群
・
馬
大
）

〃

大
杉
繁
（
静
岡
大
）

大
畑
文
七
（
滋
賀
大
）

〃
阿
部

孝
Ｑ
周
知
大
〕

蝋
山
政
道
（
お
茶
の
水
大
）

〃
花
田
大
五
郎
（
大
分
大
）

〃
中
沢
良
夫
（
京
都
工
茎
云
繊
大
）

第
三
常
置
委
員
会
（
学
生
の
補
導
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

東
龍
太
郎
（
茨
．
城
大
〕

委
員

島
善
郷
（
北
海
道
大
〕

〃
森
平
二
一
郎
〔
山
形
大
）

安
達

頑
（
山
梨
大
〕

〃
田
中
丑
雄
．
（
東
京
農
工
犬
）

古
林
喜
楽
（
神
戸
大
）

糸
魚
川
肪
三
郎
（
和
歌
山
大
）

〃
下
田
光
造
（
鳥
取
大
）

山
田

穰
（
九
州
大
）

菊
植
鉄
三
（
商
船
大
）

第
四
常
置
委
員
会
（
学
生
の
厚
生
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

戸
田
正
三
（
金
沢
大
）

委
員

今
村
荒
男
（
大
阪
大
）

〃
，

栗
原
一
男
（
宮
崎
大
）

松
生
義
勝
（
東
京
水
産
大
）

山
内
得
立
（
京
都
学
芸
大
）

長
尾

・
優
”
（
東
京
医
歯
大
〉

〃
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第
六
常
置
委
員
会
（
大
学
財
政
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

沢
田
節

萎
員

小
華
和
忠

〃
鈴
木
重

〃
内
田
俊

〃
．
中
山
伊
知

〃
勝
沼
精

〃
一

．
清
水
勤

〃
松
阪
富
之

一
〃

大
羽
眞

〃
「

藤
井
種
太

〃
｜
鏑
木
外
岐
雄
（
宇
都
宮
犬
）

〃
．
．

、
ｊ
郡
場

寛
（
弘
前
大
）

〃
平
．
沢
俊
、
雄
（
大
阪
外
国
三
ｍ
大
）

第
五
常
置
委
員
会
（
大
学
間
の
協
力
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

寺
沢
寛
一
（
電
気
通
信
大
）

委
員

高
橋
里
美
（
東
北
大
）

〃
・

田
所
哲
太
郎
（
北
海
道
学
彗
云
大
）

〃
石
原
寅
次
郎
（
富
山
犬
）

〃
北
川
久
五
郎
（
大
阪
学
彗
云
大
）

〃
・

松
山
基
範
（
山
ロ
大
）

〃
・

西
久
光
（
佐
賀
大
）

〃
・
軍
松
倉
彦
（
福
井
大
）

〃
山
根
新
次
（
島
根
大
）

〃
・
新
関
良
一
二
（
埼
王
大
）

〆

第
七
常
置
委
員
会
（
教
員
養
成
に
関
す
る
問
題
）
、

委
員
長

柴
沼

直
（
東
京
教
育
大
）

委
負

‐
木
下
／
Ｆ
一
雄
（
東
京
学
芸
大
）

｢0.．．「'」.ﾛ゛

ii1l1llIli
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助
（
蛎
勤
趣

郎治
蔵
（
東
京
外
語
大
）

士
（
帯
広
蓄
産
大
）

雄
（
岩
手
大
）

一
（
東
京
工
業
大
）

郎
（
一
橋
大
）

蔵
（
名
古
屋
大
）

二
（
名
古
屋
工
業
大
）

（
神
戸
商
船
大
）

（
福
岡
学
芸
大
）

鐘

第
六
常
置
委
員
会
専
門
委
員

進
藤
小
一
郎

佐
／
藤
憲
三
已

樺
島
一
寛
之
几
助
・
「

第
三
、
第
四
常
置
委
員
会
専
門
委
員

高
倉
新
一
郎

北
海
道
大
学
学
生
部
長

宋
永
茂
喜
東
北
大
学
学
生
部
長

柏
木

嵩
千
葉
大
学
教
務
補
導
部
長

斯
波
義
慧

東
京
大
学
厚
生
部
長

千
々
和

実
東
京
学
芸
大
学
教
務
補
導
部
長

下
村

康
東
京
教
育
大
学
厚
生
補
導
部
長

堀
潮

一
橋
大
学
厚
生
補
導
部
長

長
岡
頑
一
利
信
州
大
学
厚
生
補
導
部
長

窪
田
一
敏
夫

金
沢
大
学
学
生
部
長

田
中
周
友

京
都
大
学
学
生
部
長

渡
辺
信
｜

名
古
屋
大
学
学
生
部
長

平
塚
錦
平

広
島
大
学
補
導
部
長

中
山

透
山
梨
大
学
厚
生
補
導
部
長

瀬
尾
愛
三
郎
ら

九
州
大
学
学
生
部
長

酒
井
一
清
一

茨
城
大
学
学
生
部
長

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

別口川．■■蕊■Ｔ麹ｗ■川口■几■捌口蝋
ｈ偽（。

、
■
。

東
京
大
学
事
務
局
長
、

東
京
エ
業
大
学
事
務
局
長

東
京
外
国
語
大
学
事
務
局
長

古児落能内青伊清上

野
直

水
多

藤
泰

木
女
一

藤
卯
一
一
一

勢
朝

合
大

玉
桂

屋
野
宏

Ⅱ■

鑓

昭
（
東
京
芸
術
大
）

栄
（
岡
山
犬
）

一
（
新
潟
犬
）

郎
（
岐
阜
・
大
）

郎
（
愛
知
学
芸
大
）

次
（
奈
良
学
芸
大
）

郎
（
奈
良
女
子
大
）

三
（
徳
島
大
）

平
（
長
崎
大
）

』

■

鱒
『.■

（２７）
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本
件
に
つ
い
て
は
昭
和
一
一
十
八
年
一
月
一
一
十
八
日
附
国
大
協
庶
第
一
八
五
号
を
以
っ

て
各
国
立
大
学
長
宛
に
依
頼
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
次
に
記
載
の
通
り
集
計
結
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

国
立
大
学
協
会

昭
和
二
十
八
年
度
大
学
卒
業
予
定
者
の
推
薦
な
ら
び
に
採
用
試
験

の
時
期
等
に
関
す
る
調
査

（
国
立
大
学
七
十
こ
の
内
六
十
一
一
大
学
を
調
査
）
集
計
率
八
十
六
％

本
年
度
は
各
大
学
の
協
定
に
よ
っ
て
卒
業
予
定
者
の
推
薦
時
期
が
調
整
さ
れ
た
が

そ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
口
将
来
の
改
善
の
資
料
に
す
る

（
以
下
各
項
目
は
す
べ
て
大
学
が
直
接
就
職
あ
っ
旋
し
た
も
の
だ
け
を
対
象
と
す

る
）

⑪
推
薦
時
期
に
つ
い
て

Ａ
求
人
側
が
指
定
し
た
推
薦
期
日
の
分
布

謡
、
昭
和
二
十
八
年
度
大
鰄
学
卒
業
豫
走
者
の
推
薦
な

ら
び
に
採
用
試
験
の
時
期
に
関
す
る
調
査
に
つ

い
て

Ｂ
大
学
側
が
実
際
に
推
薦
し
た
期
日
の
分
布

○
月
一
五
日
Ｉ
三
一
口

Ｑ
月
一
日
’
一
河
「
曰

月
一
五
日
－
１
一
一
一
○
円

囚
昶
凹

③
推
薦
時
期
（
十
月
一
日
以
降
）
の
協
定
に
つ
い
て
の
評
価
。

次
の
各
事
項
中
、
該
当
す
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。

（
数
字
は
大
学
数
を
示
す
）

Ａ
、
協
定
を
行
っ
た
こ
と
の
効
果
が
あ
っ
た

イ
、
非
常
に
効
果
が
あ
っ
た
。

五

豆
か
な
り
効
果
が
あ
っ
た
。

三
十
七

〈
、
何
と
も
い
え
な
い
。

二
十
八

．
『
全
然
効
果
が
な
か
っ
た
。

四

②
採
用
が
決
定
し
た
時
期
に
つ
い
て
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（
）
月
一
五
日
Ｉ
三
一
画

（
）
月
一
日
’
一
コ
目

○
月
一
五
日
Ｉ
三
一
円

○
月
一
日
’
一
四
円

Ｐ
．
一
コ

月
一
五
日
’
三
○
日

月
一
日
Ｉ
｜
刀
「
目

些
日
’
三
○
百

属
．
．

聯
辣
遊
戯
莚
採
用
が
宍

且
三
四

〔〕

（
）
、
一
へ
一
（
〕

ｕ
１
店

Ｌ
伜
奴

ル
ポ
罰
⑱
翫
一
採
用
が
供

、

ロ
１
円

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

（２８）

!ii鵜;Ｉ蕊

八
・
月
以
前

九
月
一
日
１
一
四
日

九
月
一
五
日
１
三
○
日

一
○
月
一
日
１
一
四
日

一
○
月
一
五
日
Ｉ
三
一
口

一
一
月

一
二
月

計

０

分
布
区
間

三
九

九
五

六
八
七

、

一
一

、

九
五
二

七
二
五

六
、
九
六
一

九
一

一
、
六
二
○

三
、
二
四
○

六
、
五
八
一

一
、
八
二
八

一
、
一
九
○

一
四
へ
八
六
二

求
人
件
数

求
人
数

文
科
系

七一三
､､、

近八三六九四
_▲

五四九一五八五二九
-＿￣ 九 ﾆー

￣

六○九四
-－

五一二八一
､、、

￣□▲

U､

五三九八 －￣■▲

六五九四一二八三
三三九五八四九五

求
人
件
数

求
人
数

理
・
科
系

八
月
以
前

九
月
一
日
’
一
四
日

九
月
一
五
日
’
三
○
日

一
○
月
一
日
’
一
四
日

一
○
月
一
五
日
Ｉ
三
一
日

一
一
月

一
二
月

計

分
布
区
間

四五

二
一
五

一
、
一
五
五

一、一一一一一一〈

六
二
八

三
寸
二
四
五

四 ＝_▲,｡▲

、、、

五八五七三
三二七二七一
三八一六九八九二

のし採
数た用
求を
人決
先定

採
用
が
決
定

し
た
学
生
数

文
科
系

一

一－－

￣￣

、､

￣

－－ 七五七
○九八六五
九六五五二八二一

四
､

三九

-▲

一

℃

＝_‐

､

－●＝▲

七九五四五
○七九七六八二一

のし採
数た用
求が
人決
先定

し採
た用
学が
生決
数定

理
科
系

八
月
以
前

九
月
一
日
’
一
四
日

九
月
一
五
日
’
三
○
日

一
○
月
一
日
’
一
四
日

一
○
月
一
五
日
Ｉ
三
一
日

一
一
月

一
二
月
日

計

分
布
区
間

六 三一
､、、

二五八三一二
三二
一

六
三○○五九三
四○五

￣

-－

七三五

＝一

○
、

一

一

、

ニミ人
、．、

五：二
、、

六○四八九○ ﾆー

一九四六五五一七
○七九八八三＝三

推
薦
し
た
求

人
罎
先
の
数

推
薦
学
生
数

文
科
系

六＝・二
、、、

八八五五七一
四五五○四二匹１
八六三六一五五

~一

一

－一

一

＿▲

五一三九一
、､､､｡、、

九四
九五
三一・

一○・八二
七八'九六八三
八七八六○三，

人推
先鴎ｉ
のし
数た
求｜

推
薦
学
生
数

理
科
系



⑩
推
薦
時
期
に
つ
い
て

Ｄ

Ａ
求
人
側
が
指
定
し
た
推
薦
期
日
の
分
布

国
立
大
学
協
会

昭
和
二
十
八
年
度
大
学
卒
業
予
定
者
の
推
薦
な
ら
び
に
採
用
試
験
丁

の
時
期
等
に
関
す
る
調
査

（
短
期
大
学
十
二
の
内
四
を
調
査
〕
集
計
率
三
十
四
％
了

本
年
度
は
各
大
学
の
協
定
に
よ
っ
て
卒
業
予
定
者
の
推
薦
時
期
が
調
整
さ
れ
た

が
、
そ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
、
将
来
の
改
善
の
資
料
に
す
る
。

（
以
下
の
各
項
目
は
、
す
べ
て
大
学
が
直
接
就
職
あ
っ
旋
し
た
も
の
だ
け
を
対
象
と

す
る
。
）

○
月
一
五
日
１
三
一
円

（
）
曰
ｕ
一
日
Ｉ
ｌ
ｌ
ｍ
Ｈ
目

月
一
五
日
１
一
一
一
（
）
円

に
し
．
ｈ
己
辿
引

ロ
ー
’
四
円

没TI

（２９）
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②
採
用
が
決
定
し
た
時
期
に
つ
い
て

③
推
薦
時
期
（
十
月
一
日
以
降
〕
の
協
定
に
つ
い
て
の
評
価

次
の
各
事
項
中
、
該
当
す
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。

Ａ
、
協
定
を
行
っ
た
こ
と
の
効
果
が
あ
っ
た
。

イ
ｐ
非
常
に
効
果
が
あ
っ
た
。

Ｂ
大
学
側
が
実
際
に
推
薦
し
た
期
日
の
分
布

○
月
一
五
日
１
三
一
目

○
月
一
日
Ｉ
一
四
曰

○
月
一
日
’
一
四
円

〔
）
月
一
五
日
’
一
一
二
円

月
一
五
日
－
三
（
）
円

】
同
一
日
Ｉ
｜
刀
一
目

鏑
一 に
几
ト
ジ
】
印

Ｈ
１
一
一
一
○
円

〆

ヨ
ニ
韮
白

〉
△
韮
曰

坏
斥
ル
ォ
一
節
△
炉

〃
駒
一
Ｊ
｜
推
薦
学
生
蕊
一
一
Ｍ
満
、
駒
一
二
推
薦
学
生
識

１
０
Ｖ
ゴ
．
》
鷲
ト
ー
‐
１
－
‐
蝶
』

排
斥
か
決
阜

し
た
学
数
罷

蝋_`999ミ

Ｌ
料
、

Ｉ
麹
》

〈
ゾ

ー
Ⅱ

月
凶
；

－－、～－－－身

印
序
乖
丹
ひ
州
大

４
、
第
一
常
置
委
員
會
委
員
長
の
互
選

高
橋
委
員
長
の
健
康
上
の
御
都
合
に
よ
り
第
八
回
総
会
当
時
か
ら
辞
任
し
た
い
旨

の
お
申
出
が
あ
り
、
た
ま
た
ま
三
月
十
一
一
日
（
金
）
に
本
協
会
役
員
会
を
開
催
、
そ

の
際
事
情
止
む
を
得
な
い
も
の
と
認
め
協
議
の
上
、
書
面
に
よ
る
各
委
員
の
互
選
と

決
定
、
四
月
七
日
互
選
開
票
の
結
果
、
全
投
票
数
拾
票
の
中

六
票
京
都
大
学
長

滝
川
幸
辰
「

四
票
横
浜
国
立
大
学
長

江
・
国
正
義

と
な
り
、
第
一
常
置
委
員
会
委
員
長
は
京
都
大
学
長
滝
川
幸
辰
氏
が
当
選
新
任
さ
れ

ま
し
た
。備
考
（
と
の
事
は
ｖ
昭
和
一
一
十
九
年
四
月
十
五
日
附
国
大
協
庶
第
一
九
三
号
を

も
っ
て
、
各
国
立
大
学
長
宛
報
告
済
）
丁
■

ロ
？
か
な
り
効
果
鱒
あ
っ
た
。
▲
一
「
Ｉ

③
、
。

〈
、
何
と
割
も
い
え
な
い
。

一一一

二
、
全
然
効
果
が
な
か
っ
た
。

Ｂ
、
今
後
の
協
定
に
つ
い
て
の
意
見
。

イ
、
今
年
度
ど
う
り
の
協
定
を
希
望
す
る
四

四

ｐ
、
今
年
度
よ
り
も
っ
と
早
い
時
期
（
月
日
）
に
協
定
し
た
い
。

．
〈
、
今
年
度
よ
り
も
っ
と
遅
い
時
期
（
月
日
）
に
協
定
し
た
い
。
・

二
一
、
協
定
は
下
必
要
で
あ
る
。

ｃ
、
協
定
を
守
る
に
当
っ
て
困
難
を
感
じ
た
点
に
つ
い
て
、
（
最
も
痛
感
し
た
も

の
一
つ
だ
け
に
○
を
つ
け
る
こ
と
Ｊ

イ
、
求
人
側
が
協
定
に
協
力
し
て
く
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

ロ
、
協
定
に
対
し
て
大
学
側
の
足
並
が
そ
ろ
わ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

〈
、
就
職
あ
っ
旋
事
務
が
一
時
的
に
繁
忙
を
き
わ
め
た
。

一
一
、
公
務
員
試
験
が
協
定
時
期
以
前
に
行
わ
れ
た
。

圭
学
校
を
経
由
せ
す
直
接
就
職
運
動
を
す
る
学
生
が
多
く
な
っ
た
。

へ
、
そ
の
他
〔
短
期
大
学
卒
業
生
を
特
に
採
用
の
対
象
に
し
て
頂
き
試
験
を
受

け
さ
せ
て
貰
い
た
い
。
〕

０
一
一

記
入
上
の
注
意
Ｑ
別
掲
と
同
じ
）

零mm鴎95,1；

鼬1鵠;：
○

ケ

（

や
岳

鱗

鯵

（３０）

。
■
日

。
←
Ｓ
ｍ

四
・
・

霧

八
月
以
前

九
月
」
口
’
一
四
日

九
月
一
五
日
Ｉ
三
○
日

一
○
月
一
日
Ｉ
一
四
日

一
○
月
一
五
日
１
一
三
日

一
一
月

一
二
月

計

分
布
区
間

七一一一一

一一

九＝四一

人推
仰一百ｺ＝

’ＬＩＡ扁う

のし

数た
求

推
薦
学
生
数

文
科
系

→』

－
－－

－

一 二六二一

－－￣

＝‐へ_

九二一五

脳蝋乢紘求
推
薦
学
生
数

理
科
系

八
月
以
前

九
月
一
日
Ｉ
一
四
日

九
月
一
五
日
Ｉ
三
○
日

一
○
月
一
日
’
一
四
日

一
○
月
一
五
日
’
一
三
日

一
一
月

一
二
月

計

分
布
区
間

＿▲ ￣

－－‐

のし採
数た用
求を
人決
先定

採
用
が
決
定

し
た
学
数
生

文
科
系

九三二三一

-－

一三七二三一

のし採
数た用
求を
人決
先定

し採
た用
学
生
数

が

決
定

理
科
系
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’四．》・・一・一》騨
灘
睨
四
騨
需

蕊
簿
｡凸

鋲

鷺

教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
一
一
十
四
年
法
律
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

／
第
十
一
条
第
二
項
中
「
同
法
第
一
一
一
十
一
条
か
ら
第
一
一
一
十
八
条
ま
で
及
び
第
五
十

二
条
」
を
「
第
二
十
一
条
の
一
一
一
第
一
項
並
び
に
地
方
公
務
員
法
一
一
一
十
一
条
か
ら
第

二
一
一
十
五
条
ま
で
、
第
一
一
一
十
七
条
、
第
一
一
一
十
八
条
及
び
第
五
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
一
一
十
一
条
の
一
一
一
を
第
一
一
十
一
条
の
四
と
し
、
第
一
一
十
一
条
の
一
一
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
公
立
学
校
の
教
育
公
務
員
の
政
治
的
行
為
の
制
限
等
）

第
一
一
十
一
条
の
三
公
立
学
校
の
教
育
公
務
員
の
政
治
的
行
為
の
制
限
に
つ
い
て
は

地
方
公
務
員
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
す
、
国
立
学
校
の
教
育
公
務
員

の
例
に
よ
る
。

２
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
国
家
公
務
員
法
第
百
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
政
治
的
行
為
の
制
限
に
違
反
し
た
者
は
、
同
法
第
百
十
条
第

一
項
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

附
・
則

工
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
、

２
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
一
一
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
と
の
法
律
」
を
「
こ
の
法
律
若
し
く
は
第
五

十
七
条
に
規
定
す
る
特
例
を
定
め
た
法
律
」
に
改
め
る
。

第
一
一
一
十
六
条
第
二
項
但
書
中
「
公
立
学
校
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
一
一
十
一
一
年
法

律
第
一
一
十
六
号
）
に
規
定
す
る
公
立
学
校
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
勤
務
す
る

職
員
以
外
の
職
員
は
、
」
及
び
「
公
立
学
校
に
勤
務
す
る
職
員
は
、
そ
の
学
校
の

設
置
老
た
る
地
方
公
共
団
体
の
区
域
（
当
該
学
校
が
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
小

学
校
、
中
学
校
又
は
幼
稚
園
で
あ
っ
て
、
そ
の
設
置
者
が
地
方
自
治
法
第
百
五
十

五
条
第
一
一
項
の
市
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
学
校
の
所
在
す
る
区
の
区
域
）
外
に
お

い
て
、
」
を
削
る
。

８
，
資
工
科
■
□
し
テ
コ

■
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

鰯

口
謬…
□
》
…
蕪
■
モ
ゴ

〉鰯一仁一鱒・〔蝋士（｛■」己慰几了・□■》｝へ、〆轆」

←
｛

ｇ
、
資

料
ロ

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
五
十
七
条
中
「
公
立
学
校
」
を
「
公
立
学
校
（
学
校
教
育
」
法
（
昭
和
二
十
一
一

年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
規
定
す
る
公
立
学
校
を
い
う
。
）
」
に
、
「
学
校
教
育

法
に
」
を
「
同
法
に
」
に
改
め
る
。

理
由

公
立
学
校
の
教
育
公
務
員
の
政
治
的
行
為
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
教
育
公
務
員
の

職
務
と
責
任
の
特
殊
性
に
か
ん
が
み
、
国
立
学
校
の
教
育
公
務
員
の
例
に
よ
る
こ
と

と
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

国
立
学
校
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

（
案
）

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
国
立
学
校
）

第
一
一
条
こ
の
法
律
で
「
国
立
学
校
」
と
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
一
一
十
二
年
法
律

第
一
一
十
六
号
）
第
一
条
に
定
め
る
学
校
で
国
が
設
置
す
る
も
の
を
い
う
。

２
大
学
以
外
の
国
立
学
校
は
、
こ
の
法
律
に
特
別
の
定
左
す
る
も
の
の
外
、
政

．
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
，
国
立
大
学
又
は
国
立
大
学
の
学
部
に
附
属
し
て

設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

「
参
考

（
現
行
）

第
一
一
条
と
の
法
律
で
「
国
立
学
校
」
と
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
一
一
十
二
年
法
律

第
一
一
十
六
号
）
第
一
条
に
定
め
る
学
校
の
う
ち
、
国
立
の
大
学
及
び
高
等
学
校
を

い
う
。

（
案
）

第
一
一
一
条
の
表
…
…
…
…
略
：
…
：
：
…
を
…
：
。
…
…
に
改
め
る
。

（
案
）

第
四
条
第
一
項
の
表
…
…
…
…
略
。
：
…
…
…
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
案
）

｡j11h劃111囚魎、
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漣

第
三
条
各
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
職
員
の
各
内
部
部
局
、
各
地
方
支
分
部
局
及
び

各
附
属
機
関
別
の
定
数
は
、
前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
当
該
行
政
機
関
の
定
員
の
範

囲
内
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
理
府
令
又
は
省
令
で
定
め
る
。
、
但
し
、
法
律
に
別

、
段
の
定
の
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

国
立
学
校
設
置
法

？
（
現
行
）
．

・
第
九
条
各
国
立
学
校
に
置
か
れ
る
職
員
の
定
員
は
、
別
表
第
一
及
び
第
二
に
よ
る
。

ノ

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
学
部
附
属
の
教
育
研
究
施
設
）

第
五
条
，
国
立
大
学
の
学
部
に
、
文
部
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
附
属
の
教

育
施
設
又
は
研
究
施
設
を
置
く
。
－

－
２
前
項
の
教
育
施
設
又
は
研
究
施
設
の
名
称
及
び
内
部
組
織
は
、
同
項
の
文
部

省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
外
、
当
該
大
学
が
定
め
る
。

「
参
考

（
現
行
）

第
五
条
国
立
大
学
の
学
部
に
、
左
表
の
通
り
、
附
属
の
学
校
、
教
育
施
設
叉
は
研

究
施
設
を
置
く
。

２
略

３
前
二
項
の
学
校
、
教
育
施
設
及
び
研
究
施
設
の
名
称
及
び
内
部
組
織
は
、
文

部
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
外
、
当
該
大
学
が
定
め
る
。

（
案
）

第
九
条
中
「
別
表
第
一
及
び
第
二
に
よ
る
。
」
を
「
行
政
機
関
職
員
定
員
法
（
昭
和

一
一
十
四
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
に
定
め
る
国
立
学
校
の
職
員
の
定
員
の
範
囲
内

に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
。
」
に
改
め
る
。

「
参
考行
政
機
関
職
員
定
員
法
（
昭
和
一
一
十
四
年
五
月
一
一
一
十
一
日
法
律
第
二
十
六
号
）

第
二
条
各
行
政
機
関
の
職
員
の
定
員
は
左
の
表
に
掲
げ
る
通
り
と
す
る
。

ｊ』叩・叩・》〃・）〒・・・
●
～文
部
省
一
琳
化
雌
保
護
委
員
会
四
五
○
人

六
二
、
六
一
一
人

辮
逹
へ
辮
鞠

汁１j灘

山一
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ザユゴ
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」ﾎﾟｺﾞ:iii芳鑿

灘蘂ル

-－－_う
ち
六
一
、
○
二
一
人
は

国
立
学
校
の
職
員
と
す
る

（
案
）

第
十
条
中
「
及
び
定
員
に
つ
い
て
」
を
削
る
。

「
参
考

（
現
行
）

第
十
条
各
国
立
学
校
（
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
学
校
を
含
む
）
に
置
か
れ
る
職

の
種
類
及
び
定
員
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
令
で
定
め
る
。

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
一
一
十
四
年
六
月
一
一
十
一
一
日
文
部
省
令
第
一
一
十

一一一号）

（
現
行
）

第
一
条
国
立
学
校
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
以
下
「
法
」
と
い

う
）
第
一
一
一
条
に
規
定
す
る
各
国
立
大
学
（
以
下
「
国
立
大
学
」
と
い
う
）
に
左
の

職
員
を
置
く
。

学
長
、
教
授
、
助
教
授
、
…
…
…

２
略

３
前
二
項
の
職
員
の
定
員
は
別
表
第
一
に
よ
る
。

別
表
第
一

（
案
）

附
則
中
第
八
項
及
び
第
九
項
を
削
り
へ
第
十
項
を
第
八
項
と
し
、
．
以
下
順
次
二
項

ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

「
参
考

別
表
第
一

北
海
道
大
学
一

一
一
一
一
五
五
一
一
一
七
四
一
…
．
：
｜
…
…
｜
・
・
…
’
一
、
四
四
六
一
一
一
、
四
七
五

国
は
伏
惇
Ⅲ
階
脇
棯
仔
卜
噂
傲
Ｌ
幽
励
臘
縢
岸
Ⅱ
｜
…
…
一
…
：
｜
朧
の
他
即
一
計

以
下
略

国
立
大
学
の
名
称
一
大
学
に
置
か
れ
る
職
員
の
定
員

北
浮
道
学
芸
大
学

北
海
道
大
学

以

今■蓑下
一
略
。

、
尋
ｊ
一
氣
季
》
〆
〈
夢
？
蘇
癖

総
記
。
》
Ｉ
》
：
＊
ｊ
；二
、
四
七
五
人

七
○
一
人
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。」・――》。
、
｜
辱
卍

附
則
第
八
項
・
工
略
．
、

附
則
第
九
項
第
九
条
の
規
定
は
、
別
に
政
府
職
員
の
定
員
に
関
し
て
定
め
る
法

（
律
の
適
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

（
案
）

別
表
第
一
及
第
二
を
削
る

附
則
一

こ
の
法
律
は
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

理
由

国
立
大
学
の
学
部
及
び
国
立
短
期
大
学
の
新
設
並
び
に
国
立
大
学
に
包
括
さ
れ
た

従
前
の
規
定
に
よ
る
学
校
の
廃
止
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
と
と
も
に
、
各
国
立
学
校

の
職
員
の
定
員
は
、
政
令
で
定
め
る
こ
と
と
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ

の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

。．。（（‐

最録
加
、
要
望
堂
曰
等
一
覧
表

種
別
蔀
肺
司
｜
差
出

雷

三
申
願
璽
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Ｊ１.

一
門
引
一
南
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会
長
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。

馴
些
Ｅ
命
伺
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宗
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刈
重

、
伝
動
胃
〃
恒

▽
・
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一
・
庇

赫
鋪
離
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会
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閏
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・
大
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雷
士
料
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授
業
料
催
上
げ
’
奨
学
生
の
人
對
｜
鐘

冒
旧
こ
つ
、
ご

醐
肺
鰍
雛
感

奴
幽
這
沖

王
健
康
保
険
組
合
の
設
立
に
雲
雪

型
旦
と
理

容
件
名

一鵠梛

雫
電
』
可
斤
匙
醜
聞
一
露

Ｕ
エ
ニ
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目
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ど
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『

１１
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至
示
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室
宋
８
［
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《
三
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垣
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茸
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尼

第
４
向

弟
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｜
凹
総

|盾 総
会
開
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生改学費
黄訂の桂
査増教蕃
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いつのこ

てし､定ｌｒ
－ｒ畠〒

教
官
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待
遇
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専
管
遇
潅
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極
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霜
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